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▼
上
京
し
た
際
、
手
荷
物

を
駅
の
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー

に
預
け
る
こ
と
に
し
た
。

今
の
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
は

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
そ
れ

を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
、

施
錠
し
な
い
で
荷
物
を
ロ

ッ
カ
ー
に
入
れ
た
。
数
時

間
後
に
戻
っ
て
み
た
ら
荷

物
は
駅
事
務
室
に
保
管
さ

れ
て
い
た
。
世
の
移
り
の

速
さ
に
、
驚
か
さ
れ
た
。

▼
政
界
の
移
り
も
ま
た
速

く
、
４
年
前
に
新
し
い
政

治
を
求
め
て
、
民
主
党
に

政
権
を
託
し
た
が
、
山
積

す
る
政
治
課
題
の
解
決
に

は
至
ら
ず
、
昨
年
末
の
総

選
挙
で
再
び
自
民
党
に
、

国
民
は
期
待
を
込
め
て
政

権
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。

▼
１
千
兆
円
を
超
え
よ
う

と
し
て
い
る
債
務
負
担
は

日
本
の
ゆ
く
末
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
。
し

か
し
、
本
町
の
友
好
町
で

あ
る
南
三
陸
町
な
ど
、
震

災
被
災
地
の
復
旧
事
業
の

遅
れ
を
見
る
と
き
、
国
の

予
算
の
あ
り
方
に
疑
問
を

感
じ
る
。

▼
地
方
行
政
も
、
国
か
ら

の
支
援
を
受
け
な
が
ら
も

市
町
村
の
主
体
性
が
尊
重

さ
れ
る
時
代
が
望
ま
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
（
五
十
嵐
啓
一
）
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八幡スポーツ
公園

7月1日オー
プン

　

八
幡
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の

今
後
の
利
用
に
つ
い
て
は

町
民
が
気
軽
に
利
用
で
き

る
施
設
に
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
小
さ
い
子
ど

も
た
ち
か
ら
高
齢
者
ま
で

幅
広
く
利
用
で
き
る
企
画

を
立
て
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

聞
く
と
こ
ろ
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
全
国
大
会
が

８
月
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
私
達
は
長
年
飲

食
店
を
経
営
し
て
き
ま
し

た
。
で
き
れ
ば
、
庄
内
町

の
宿
泊
施
設
と
飲
食
店
を

利
用
し
て
ほ
し
い
し
、
地

元
特
産
品
や
名
所
旧
跡
に

ふ
れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
公
園

で
孫
が
活
躍
す
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
夢
に
向
か
っ
て

　
　
　
　
　
　

キ
ッ
ク
オ
フ

本
間
和
子
さ
ん（
茶
屋
町
）

　
　

夢
美
ち
ゃ
ん

　

議
会
で
は
、
各
定
例
議

会
を
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
放
送
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
実
際
の
議
場

で
の
空
気
、
緊
張
感
は
、

モ
ニ
タ
ー
画
面
か
ら
は
伝

わ
り
に
く
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
場
で
の
議
員
と
町
と

の
や
り
と
り
は
、
非
常
に

興
味
深
い
も
の
と
思
い
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、
傍
聴
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

６
月
定
例
議
会

　

日　

程

６
月
11
日
㈫
か
ら

６
月
19
日
㈬
ま
で

７
日
間
で
す
。

９
時
30
分
～
16
時
30
分

未来のなでしこジャパン

議
会
議
会
はが

生生
お
も
し
ろ
い
！

お
も
し
ろ
い
！
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◎
国
民
健
康
保
険	

24
億
８
千
200
万
円

◎
後
期
高
齢
者
医
療
保
険	

２
億
２
千
100
万
円

◎
介
護
保
険	

24
億
９
千
900
万
円

◎
簡
易
水
道
事
業	

１
千
100
万
円

◎
農
業
集
落
排
水
事
業	

２
億
５
千
400
万
円

◎
下
水
道
事
業	

８
億
２
千
600
万
円

◎
風
力
発
電
事
業	

５
千
100
万
円

◎
水
道
事
業	

７
億
２
千
700
万
円

◎
ガ
ス
事
業	

７
億
１
千
万
円

の
９
特
別
会
計
の
総
額
77
億
８
千
100
万
円
を
可
決
し
ま
し
た
。

3年連続一般
会計 100億円超え3年連続100億円超え25年度

予 算

自主財源
30億1,100万円

27.8％

依存財源
78億3,300万円

72.2％

自主財源
30億1,100万円

27.8％

依存財源
78億3,300万円

72.2％

町　税
 17億9,400万円 16.5％
町民税、固定資産税、たばこ税等

繰入金
 5億1,600万円 4.8％
財政調整基金など、貯金を下ろして
使うこと。

諸収入
 3億1,500万円 2.9％
幼保、小中学校の給食費、健康診断等

繰越金
 1億5,000万円 1.4％
使用料及び手数料
 1億4,000万円 1.3％
町営住宅、幼稚園等の使用料

分担金及び負担金
 7,700万円 0.7％
その他
 1,900万円 0.2％

その他 
 4,900万円 0.4％
地方譲与税
 1億800万円 1.0％
地方消費税交付金
 1億7.800万円 1.6％
県支出金
 6億7,100万円 6.2％
国庫支出金
 8億2,100万円 7.6％
町　債
 15億2,600万円 14.1％
銀行や農協からの借入金です。

地方交付税
 44億8,000万円 41.3％
町の収入で賄いきれない分に
対する国からの補填及び再配分。

人件費
 21億7,400万円 20.1％
議員、正職員、各種委員の
給与です。

公債費
 12億1,800万円 11.2％
借入金の元利償還金です。

扶助費 
 9億5,900万円 8.8％ 
子ども手当給付金、保育園の
委託料等です。

普通建設事業費
 15億500万円 13.9％
災害復旧事業費
 200万円 0.02％

その他
 2,300万円 0.2％
貸付金
 1億2,800万円 1.2％
維持補修費
 2億4,500万円 2.3％
補助費等
 11億6,800万円 10.8％
広域行政組合等への負担金等です。

繰出金
 16億600万円 14.8％
国民健康保険、介護保険等の
特別会計への繰り出し金です。

物件費
 18億1,600万円 16.7％
町施設の電気料、燃料、郵便料、
スクールバス、町営バス経費、電算委託料、
パソコン、備品、パート職員の賃金、
消耗品等です。

義務的経費
43億5,100万円

40.1％
その他の経費
49億8,600万円

46.0％

義務的経費
43億5,100万円

40.1％
その他の経費
49億8,600万円

46.0％

投資的経費
15億700万円
13.9％

投資的経費
15億700万円
13.9％

合計108億4,400万円合計108億4,400万円

合計108億4,400万円

収 入

支 出

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

自主財源
30億1,100万円

27.8％

依存財源
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72.2％

自主財源
30億1,100万円

27.8％

依存財源
78億3,300万円

72.2％

町　税
 17億9,400万円 16.5％
町民税、固定資産税、たばこ税等

繰入金
 5億1,600万円 4.8％
財政調整基金など、貯金を下ろして
使うこと。

諸収入
 3億1,500万円 2.9％
幼保、小中学校の給食費、健康診断等

繰越金
 1億5,000万円 1.4％
使用料及び手数料
 1億4,000万円 1.3％
町営住宅、幼稚園等の使用料

分担金及び負担金
 7,700万円 0.7％
その他
 1,900万円 0.2％

その他 
 4,900万円 0.4％
地方譲与税
 1億800万円 1.0％
地方消費税交付金
 1億7.800万円 1.6％
県支出金
 6億7,100万円 6.2％
国庫支出金
 8億2,100万円 7.6％
町　債
 15億2,600万円 14.1％
銀行や農協からの借入金です。

地方交付税
 44億8,000万円 41.3％
町の収入で賄いきれない分に
対する国からの補填及び再配分。

人件費
 21億7,400万円 20.1％
議員、正職員、各種委員の
給与です。

公債費
 12億1,800万円 11.2％
借入金の元利償還金です。

扶助費 
 9億5,900万円 8.8％ 
子ども手当給付金、保育園の
委託料等です。

普通建設事業費
 15億500万円 13.9％
災害復旧事業費
 200万円 0.02％

その他
 2,300万円 0.2％
貸付金
 1億2,800万円 1.2％
維持補修費
 2億4,500万円 2.3％
補助費等
 11億6,800万円 10.8％
広域行政組合等への負担金等です。

繰出金
 16億600万円 14.8％
国民健康保険、介護保険等の
特別会計への繰り出し金です。

物件費
 18億1,600万円 16.7％
町施設の電気料、燃料、郵便料、
スクールバス、町営バス経費、電算委託料、
パソコン、備品、パート職員の賃金、
消耗品等です。

義務的経費
43億5,100万円

40.1％
その他の経費
49億8,600万円

46.0％

義務的経費
43億5,100万円

40.1％
その他の経費
49億8,600万円

46.0％

投資的経費
15億700万円
13.9％

投資的経費
15億700万円
13.9％

合計108億4,400万円合計108億4,400万円

合計108億4,400万円

収 入

支 出

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

一般会計予算 108億4,400万円　特別会計 77億8,100万円

　

自
主
財
源
の
主
た
る
町
税
は
、
前
年
比
0.7
％
減
の
17
億

９
千
400
万
円
と
な
り
、
国
・
県
等
か
ら
の
依
存
財
源
の
主

た
る
地
方
交
付
税
は
、
2.2
％
減
の
44
億
８
千
万
円
に
な
り

ま
し
た
。

　

財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
特
別
会
計
繰
入
金
、
基
本
繰

入
金
と
し
て
５
億
１
千
600
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

一般会計予算 108億4,400万円　特別会計 77億8,100万円 合
併
の
集
大
成

８
億
３
千
850
万
円

支　出
　

義
務
的
経
費
の
人
件
費
と
扶
助
費
は
前
年
度
と
同
水
準

で
、
公
債
費
で
は
8.4
％
減
と
な
り
総
額
43
億
５
千
100
万
円

と
計
上
し
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
は
前
年
比
8.3
％
増
の
15
億
700
万
円
と
な

り
、
そ
の
他
の
経
費
で
は
3.4
％
増
の
49
億
８
千
600
万
円
と

計
上
し
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
は
次
ペ
ー
ジ
、今
年
の
目
玉
を
ご
覧
下
さ
い
。

特
別
会
計

3月
定例会

新
産
業
創
造
館

ま
ち
な
か
温
泉

３
月
定
例
会
は
５
日
か
ら
19
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会
で
は
３
日
間
の
審
査
を
お
こ
な
い
、
最
終
日
の
本
会
議
に
お
い

て
14
対
３
で
可
決
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
13
人
の
議
員
が
行
政
全
般
に
質
問

と
政
策
提
言
を
し
ま
し
た
。

収　入

※	義務的経費：支出が義務付けられ、任意に節減できない経費をいう。
※	投資的経費：施設など、財産として将来に残るものにかかる経費をいう。

※自主財源：町が自主的に収入する財源をいう。　
※	依存財源：国や県から定められた額を収入する財源をいう。

特別会計とは…
一般会計に対し、特定事業な
ど収入、支出を別個に処理す
る会計を言う。 はじめての給食当番（余目第四小学校）



新
産
業
創
造
館4

千
900
万
円

空
き
家
活
用
事
業1

千
950
万
円

2
億
8
千
300
万
円

北
月
山
荘

5
億
5
千
550
万
円
着
工

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

着
手
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平
成
25
年
度
の
建
設
工
事
費
と
管
理
委
託
料
と
し
て
約

２
億
８
千
300
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
指
定
管
理
者
の
決
定
な
ど
を
進
め
、
平
成
26
年
度
中

の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
総
額
は
、
土
地
購
入
費
を
含
め
約
４
億
６
千
800

万
円
に
な
り
ま
す
。

　

新
産
業
創
造
館
の
整
備
費
と
し
て
約
５
億
４
千
600
万
円
。
農

商
工
観
が
連
携
し
た
６
次
産
業
の
創
出
を
推
進
す
る
費
用
と
し

て
580
万
円
。
新
産
業
創
造
館
の
活
用
と
管
理
費
と
し
て
約
370
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
総
額
は
、
土
地
購
入
費
を
含
め
約
７
億
２
千
500

万
円
に
な
り
ま
す
。

北
月
山
荘
の
利
用
者
拡
大
の
た
め
施
設
改
修
費
と
し
て
約

３
千
900
万
円
。

　

非
常
災
害
時
避
難
施
設
の
た
め
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
設

備
設
置
工
事
実
施
設
計
費
と
し
て
約
１
千
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。

　

町
内
の
空
き
家
の
有
効
利
用
と
定
住
促
進
を
図
る
た
め
、
町

が
空
き
家
を
所
有
者
か
ら
借
り
受
け
、
利
用
希
望
者
に
貸
し
出

す
事
業
で
す
。今
年
度
は
５
件
分
の
予
算
計
上
と
な
り
ま
し
た
。

　

利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
町
外
か
ら
の
移
住
者
が
優
先
さ
れ
ま

す
。

ま
ち
な
か
温
泉
着
工

今年の予　算の目玉今年の予　算の目玉

▲来客数の増加に対応

▲アフター　先進地、京都府綾部市 ▲まちなか温泉イメージ図

▲6次産業の拠点に生まれ変わる

▲ビフォー
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は
地
方
財
政
法
27
条
４
項

で
、「
住
民
に
直
接
、
間

接
で
あ
る
を
問
わ
ず
、
負

担
転
嫁
し
て
は
な
ら
な

い
。」と
な
っ
て
い
る
。
税

外
負
担
と
な
っ
て
い
る
教

育
振
興
費
は
、
教
育
予
算

で
計
上
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

賛
同
を
得
て
徴

収
し
て
い
る
。
今

後
精
査
し
て
み
た
い
。

　

余
目
中
学
校
教

育
振
興
会
費
に
は

花
壇
整
備
費
、
部
活
動
備

品
購
入
費
、
顧
問
謝
礼
、

祝
賀
会
酒
代
等
が
含
ま
れ

て
い
る
。
一
戸
400
円
×
世

帯
数
で
集
落
の
会
計
か
ら

支
出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

が
多
く
あ
る
。
こ
の
こ
と

万
１
千
円
と
な
っ
て
い
る

が
目
的
税
で
あ
る
の
で
、

使
途
を
明
確
に
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

広
報
を
活
用
し

て
、
使
途
の
明
確

化
に
努
め
た
い
。

　

社
会
福
祉
協
議

会
の
会
費
の
納
入

率
は
、
地
域
間
で
大
き
な

隔
た
り
が
あ
り
、
納
入
率

の
高
い
地
域
の
住
民
に
不

公
平
感
が
生
じ
て
い
る
。

　

会
費
の
負
担
に
は
、
納

入
方
法
を
含
め
、
不
公
平

感
の
解
消
が
必
要
で
は
な

い
か
。　

地
域
間
で
、
収

納
率
に
バ
ラ
ツ
キ

が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
。

　

町
債
増
加
は
、

想
定
内
で
あ
り
財

政
上
の
危
険
ラ
イ
ン
を
見

極
め
な
が
ら
実
施
し
て
い

く
。

　

平
成
25
年
度
の

都
市
計
画
税
見
込

み
額
は
、
税
額
で
６
千
437

　

大
型
事
業
の
着

手
か
ら
町
債
が
増

加
し
て
お
り
、
合
併
11
年

目
か
ら
国
の
交
付
金
が
減

額
さ
れ
、
財
政
数
値
も
悪

化
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

予
定
事
業
は
ど
う
な
る

か
。　

　

消
防
余
目
分
署

の
建
設
用
地
取
得

価
格
は
い
く
ら
か
。

　

温
泉
の
土
地
購

入
価
格
を
参
考
に

し
て
、
１
㎡
当
り
２
万
３

千
円
で
予
算
化
し
て
い
る
。

（�）

予
算
は
ど
う
使
わ
れ
る
の
か

　

平
成
25
年
度
予

算
は
、
合
併
当
初

の
新
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

財
政
計
画
と
比
較
す
る
と

25
億
円
の
大
幅
な
増
額
予

算
で
あ
る
。
大
規
模
事
業

等
を
計
画
的
に
進
め
る
た

め
に
、
財
政
状
況
の
公
開

と
、
現
実
に
即
し
た
財
政

計
画
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。

　

借
金
の
仕
方
と

収
支
バ
ラ
ン
ス
を

見
て
、
計
画
し
て
い
る
。

　

※
財
務
書
類
４

表
の
分
析
を
お
こ

な
い
、
財
務
状
況
の
把
握

の
一
助
と
な
る
よ
う
、
分

析
結
果
を
早
急
に
公
表
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

平
成
24
年
度
内

に
示
す
た
め
に
調

整
し
て
い
る
。

　

ま
ち
な
か
温
泉

は
平
成
26
年
８
月

オ
ー
プ
ン
予
定
で
あ
る

が
、
総
事
業
費
と
財
源
を

示
せ
。

　

土
地
代
、
設
計

費
、
建
設
工
事
費

な
ど
総
事
業
費
は
、
４
億

６
千
800
万
円
と
見
込
ん
で

い
る
。
財
源
は
、
過
疎
債

４
億
４
千
400
万
円
と
一
般

会
計
か
ら
２
千
400
万
円
を

あ
て
る
。
過
疎
債
は
70
％

が
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
実
質
、
町
の
負

担
額
は
１
億
５
千
700
万
円

で
あ
る
。

問

町　
　長

村
上　

順
一 

委
員

将
来
を
見
す
え
た 

　

財
政
計
画
を
示
せ

齋
藤　

健
一 

委
員

財
務
書
類
４
表
の

分
析
結
果
を
公
表
せ
よ

問

小
林　

清
悟 

委
員

大
型
事
業
は

　

実
施
で
き
る
の
か

問

町　
　長

清
野　
　

等 

委
員

不
公
平
感
を
な
く
せ

問町　
　長

日
下
部
勇
一 

委
員

集
落
支
出
や
め
よ

町　
　長

予
算
特
別
委
員
会

予算特別委員会

委 員 長　小野　一晴
副委員長　石川　武利

平成25年度の一般会計予算と、9件の特
別会計予算を3月12・13・14日の3日間
の日程で審査し、原案どおり可決しました。

財 政財 政

消防署余目分署建設予定地

問

教育振興費の使いみち

0

10

20

30

40

50

60

（億円）
H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

地方交付税合計 町税合計

町、財源のバランス

町　
　長温

泉
の
総
事
業
費
と 

　
　
　
　
　

財
源
は

問

町　
　長

消
防
署
用
地
価
格
は

問町　
　長

工
藤　

範
子 

委
員

都
市
計
画
税
の
使
途

　
　
　

明
確
に
せ
よ

問

町　
　長

　

社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
平
成
22
年
度
に
収
納

率
向
上
対
策
に
係
る
内
部

検
討
組
織
を
立
ち
上
げ
、

会
費
の
収
納
率
向
上
等
の

取
り
組
み
方
針
を
策
定
し

て
い
る
。

教育・福祉教育・福祉

予 別特算 委 と会員 は …

←至る酒田

　新年度予算が、町民の幸せのために有
効に使われるのか、予算の審査をおこな
います。

※�財務書類4表とは…地方自治体において企業会計的手法により
作成された財務書類のこと。①貸借対照表②行政コスト計算書
③純資産変動計算書④資金収支計算書

予
定
地
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策
転
換
が
要
求
さ
れ
る
な

か
、
公
共
施
設
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
で
の
就
労
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

　

就
労
の
た
め
の

公
共
施
設
の
空
き

ス
ペ
ー
ス
利
用
は
、
現
在

考
え
て
い
な
い
。

　

立
谷
沢
保
育
園

の
今
後
の
方
向
性

と
清
川
保
育
園
の
「
認
定

こ
ど
も
園
」
化
は
ど
う
か
。

の
利
活
用
に
つ
い
て
の
考

え
は
ど
う
か
。

　

幼
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
利
用
で
き

る
よ
う
考
え
て
い
る
。

　

全
国
的
に
超
高

齢
化
に
向
け
た
政

　

平
成
25
年
度
よ

り
、
近
隣
市
町
と

連
携
し
て
婚
活
支
援
事
業

を
実
施
す
る
が
、
年
間
300

人
の
人
口
増
加
実
現
の
た

め
、
本
町
独
自
の
支
援
事

業
を
実
施
で
き
な
い
か
。

　

支
援
事
業
は
試

行
段
階
で
あ
り
、

体
制
を
組
ん
で
、
計
画
を

見
極
め
た
う
え
で
取
り
組

み
た
い
。

　

平
成
25
年
度
か

ら
オ
ー
プ
ン
す
る

八
幡
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
特

に
サ
ッ
カ
ー
場
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
場
、
多
目
的
広
場

　

南
三
陸
町
へ
の

支
援
は
、
小
学
生

が
育
て
た
枝
豆
の
販
売
代

金
を
含
む
義
援
金
４
千
600

万
円
余
り
と
、
25
団
体
の

交
流
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
多
く
の
人
の
参
画

と
協
働
が
み
ら
れ
る
。

　

町
づ
く
り
条
例
に
も
あ

る
よ
う
に
、
子
ど
も
も
含

め
た
人
材
育
成
や
町
民
、

子
ど
も
達
の
意
識
が
変
っ

た
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
か
。

　

子
ど
も
達
に

と
っ
て
、
人
の
た

め
に
何
か
を
や
っ
て
そ
れ

が
喜
ば
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
実
践
活
動
を
通
し
て

大
き
な
手
応
え
を
感
じ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
自
信
に
つ

な
が
り
、
自
己
存
在
感
を

感
じ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

学
童
保
育
施
設

の
老
朽
化
、
非
耐

震
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
児

童
の
命
の
安
全
を
、
最
優

先
に
考
え
た
施
設
整
備
を

ど
う
検
討
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
全
国
で
は
、
学
童

保
育
を
学
校
施
設
で
お
こ

予
算
は
ど
う
使
わ
れ
る
の
か

予
算
特
別
委
員
会

みんなで楽しく過ごす、ふれあいホーム払田

婚活は人生最大の営業活動冬は魔の南口交差点

Ｈ25年度末で閉園する立谷沢保育園

押　

の
り
子 
委
員

子
ど
も
の
命

　
　

最
優
先
に
せ
よ

問

な
っ
て
い
る
実
例
が
多
く

あ
る
。
本
町
で
は
考
え
ら

れ
な
い
の
か
。

　

現
行
の
施
設
は

私
有
財
産
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
町
が
手
を
加

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　

学
校
施
設
を
学
童
保
育

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
は

可
能
と
考
え
る
。

町　
　長

佐
藤　
　

彰 

委
員

復
興
支
援
で

ど
う
変
わ
っ
た
の
か

問教委長

小
林　

清
悟 

委
員

独
自
の
婚
活
支
援
せ
よ

問町　
　長石

川　

武
利 

委
員

全
町
民
の
利
活
用
へ

問

町　
　長就

労
対
策
せ
よ
！

問

町　
　長

「
認
定
こ
ど
も
園
」
化

　
　
　
　

は
ど
う
か

問 吉
宮　
　

茂 

委
員

　

立
谷
沢
保
育
園

は
、
平
成
25
年
度

末
を
も
っ
て
閉
園
と
し
た

い
。「
認
定
こ
ど
も
園
」

化
に
つ
い
て
は
、
国
の
制

度
、
児
童
数
な
ど
動
向
を

見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

町　
　長

　

町
の
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
祝
金
の

対
象
工
事
に
融
雪
ヒ
ー

タ
ー
や
温
水
パ
イ
プ
等
の

融
雪
装
置
を
加
え
て
は
ど

う
か
。　

県
の
指
導
も
あ

り
、
平
成
25
年
４

月
か
ら
対
象
工
事
に
入
れ

て
募
集
し
て
い
く
。

克
雪
住
宅
へ
の

　
　
　
　
　

支
援
を

問 吉
宮　
　

茂 

委
員

町　
　長

　

マ
ン
ホ
ー
ル
の

ふ
た
の
部
分
だ
け

雪
が
解
け
て
凸
凹
に
な
り

事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
な

い
。
特
に
交
差
点
は
危
険

で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
箇

所
か
ら
改
善
し
て
は
ど
う

か
。

　

特
に
危
険
と
思

わ
れ
る
箇
所
か
ら

対
処
し
て
い
く
。

　

平
成
24
年
度
購

入
の
排
水
ポ
ン
プ

車
の
運
用
経
費
及
び
、
排

水
作
業
等
手
数
料
260
万
円

の
相
手
先
・
金
額
の
内

危
険
箇
所
か
ら

　
　
　
　
　

改
善
を

問 工
藤　

範
子 

委
員

町　
　長排

水
ポ
ン
プ
車

ど
う
活
か
さ
れ
る
の
か

問 上
野　

幸
美 

委
員

訳
・
協
定
内
容
・
先
方
と

の
締
結
ま
で
の
予
定
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

相
手
先
は
最
上

川
土
地
改
良
区
で

町
内
豪
雨
時
の
、
出
動
に

対
し
て
の
災
害
対
策
手
数

料
で
あ
る
。
保
管
料
、
維

持
経
費
等
は
、
含
ま
れ
て

お
ら
ず
、
相
手
先
の
３
月

下
旬
の
会
議
で
説
明
を
し

明
確
に
し
て
い
き
た
い
。

　

協
定
内
容
は
、
主
に
西

野
排
水
機
場
で
の
運
用
と

な
っ
て
い
る
が
、
町
か
ら

の
出
動
指
示
が
切
迫
し
た

状
況
の
場
合
、
町
の
指
示

が
な
く
て
も
出
動
で
き
る

内
容
に
し
た
い
。

町　
　長

災害対策災害対策
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特
別
会
計　
簡
易
水
道

葉物野菜は鮮度が命

（単位:千円）

科 目 金 額 備 考

営業収益

入浴料 37,000

年間利用者数 123,200人（1日平均 350人）

年間営業日数 352日

大人 1回 400円、子供 1回 200円

※入浴料収益には入湯税含まず

使用料 1,400 座敷 1人 200円/回

販売手数料 2,200
飲食等販売手数料 15%

売上 14,700千円

その他営業収益 900
自動販売機売上手数料 20%

売上 4,500千円

計 41,500

営業費用

人件費 14,200
12人(ﾌﾙﾀｲﾑ従業員 4人、ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ従業員 8人)

社会保険料、労働保険料含む

光熱水費 14,600 電気料金、ガス料金、水道料金、下水道料金

委託料 3,600 消防設備、機械設備等保守管理

使用料及び賃借料 1,600 ﾊﾟｿｺﾝ等事務機器、清掃用具等

消耗品費 4,000 ｼｬﾝﾌﾟｰ類、洗剤等      

広告宣伝費 600 ﾁﾗｼ作成、広告等

通信運搬費 300 電話料、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ通信料等

修繕費 1,000

その他営業経費 800 ｺﾞﾐ処理等

計 40,700

営業損益 800

入湯税 8,300 町の収入

議案第９号資料８

温泉施設経営収支試算書このままにしておけない旧余目水源地

この施設が避難場所になるのか

農業振興農業振興

　

旧
余
目
水
源
地

構
内
保
守
修
繕
に

50
万
円
の
計
上
が
さ
れ
て

い
る
が
、
建
物
も
含
め
た

こ
れ
か
ら
の
維
持
管
理
を

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の

か
。

　

カ
メ
ム
シ
対
策

と
し
て
構
内
の
草

刈
り
、
柵
の
補
修
を
す
る

と
と
も
に
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
等
の

廃
棄
物
の
撤
去
を
平
成
26

年
度
以
降
に
予
定
し
て
い

る
。

　

こ
れ
か
ら
の
経
営
の
な

か
で
建
物
に
関
し
て
は
、

解
体
も
含
め
て
考
え
て
い

き
た
い
。

　
「
空
き
家
活
用

事
業
」
は
、
設
定

利
用
料
の
上
限
が
３
万
５

千
円
と
か
な
り
低
く
設
定

さ
れ
て
い
る
。

　

民
間
ア
パ
ー
ト
の
空
き

室
も
増
加
し
て
お
り
、
民

間
経
営
を
圧
迫
す
る
こ
と

に
な
ら
な
い
の
か
。

　

増
加
し
て
い
る

空
き
家
の
有
効
活

用
と
定
住
促
進
を
目
的
に

余
目
地
域
に
５
戸
を
予
定

し
て
い
る
。

　

建
物
を
借
り
上
げ
、
水

廻
り
な
ど
最
低
限
の
改
修

は
お
こ
な
う
が
、
利
用
料

は
「
庄
内
町
空
き
家
情
報

活
用
シ
ス
テ
ム
」
を
参
考

に
し
て
お
り
、
民
間
経
営

を
圧
迫
す
る
と
は
考
え
て

い
な
い
。

　

北
月
山
荘
改
修

工
事
費
約
４
千
900

万
円
の
費
用
対
効
果
は
あ

る
の
か
。

　

立
谷
沢
振
興
計

画
に
基
づ
い
て
お

り
、
観
光
振
興
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。

　

温
泉
事
業
に
つ

い
て
、
黒
字
経
営

と
な
る
根
拠
を
提
示
す
べ

き
で
あ
る
。

　
「
ま
ち
な
か
温

泉
事
業
」
は
、
す

で
に
実
施
設
計
に
入
っ
て

お
り
、
平
成
26
年
夏
頃
オ

ー
プ
ン
を
目
標
と
し
て
い

る
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
進
め
る
こ
と
は
良
い
。

し
か
し
、
こ
の
事
業
は
、

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り

民
営
化
し
、
黒
字
化
を
目

指
す
と
し
て
い
る
。

　

実
際
に
経
営
を
す
る
事

業
者
の
選
定
を
し
な
い
う

ち
に
、
実
施
設
計
・
建
設

工
事
に
入
っ
て
し
ま
う
と

事
業
者
の
要
望
が
取
り
込

ま
れ
な
く
な
る
の
で
は
な

い
か
。　

協
力
で
き
る
業

者
な
ど
関
係
者
と

の
協
議
は
し
て
い
る
の
で

設
計
上
の
問
題
点
は
少
な

い
と
考
え
る
。

わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
対

策
は
ど
う
か
。

　

各
農
協
、
各
生

産
組
合
組
織
と
の

情
報
交
換
を
綿
密
に
お
こ

な
い
各
地
域
の
実
情
に
反

映
す
る
事
業
に
な
る
よ
う

進
め
る
。

予
算
は
ど
う
使
わ
れ
る
の
か

予
算
特
別
委
員
会

　

農
業
振
興
は
、

経
営
所
得
安
定
対

策
事
業
、
人
・
農
地
プ
ラ

ン
事
業
、
経
営
体
育
成
支

援
事
業
そ
れ
ぞ
れ
地
域
と

の
連
携
が
強
固
に
お
こ
な

齋
藤　

秀
紀 

委
員

地
域
の
繁
栄
を
図
れ

問

町　
　長

榎
本　

秀
将 

委
員

事
業
者
公
募
を 

　
　
　

先
行
す
べ
き

問町　
　長

齋
藤　

秀
紀 

委
員

黒
字
経
営
を
示
せ

問

　

温
泉
利
用
者
数

一
日
平
均
350
人
を

見
込
み
、
年
間
80
万
円
の

収
益
を
試
算
し
て
い
る
。

町　
　長

　

北
月
山
荘
に
非

常
災
害
時
の
避
難

場
所
と
し
て
、
機
能
す
る

よ
う
に
お
こ
な
う
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
置
事
業

と
関
連
し
て
実
施
す
る
施

設
の
改
修
工
事
は
、
総
額

２
億
円
も
の
経
費
を
投
じ

て
お
こ
な
わ
れ
る
。

五
十
嵐
啓
一 

委
員

事
業
展
開
に

　

妥
当
性
は
あ
る
か

問

　

地
理
的
条
件
か
ら
も
、

北
月
山
荘
の
経
営
状
況
か

ら
も
、
事
業
と
し
て
妥
当

性
は
あ
る
の
か
。

　

北
月
山
荘
は
、

観
光
の
拠
点
と
し

て
の
位
置
づ
け
に
な
っ
て

い
る
。

　

国
か
ら
の
有
利
な
交
付

金
を
活
用
し
、
施
設
の
改

善
と
あ
わ
せ
、
こ
の
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り

来
客
を
増
や
し
収
支
の
改

善
を
図
り
た
い
。

町　
　長

日
下
部
勇
一 

委
員

北
月
山
荘
改
修
工
事

必
要
か

問町　
　長

石
川　
　

保 

委
員

民
間
経
営
を

圧
迫
し
な
い
の
か

問町　
　長

石
川
惠
美
子 

委
員

旧
水
源
地

　
　

管
理
徹
底
せ
よ

問

町　
　長

空き屋対策空き屋対策 まちなか
温泉

まちなか
温泉

北月山荘北月山荘
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討論と賛否予算編成方針 討論と賛否

反
対

　

日
本
共
産
党
議
員
団
は

平
成
25
年
度
庄
内
町
一
般

会
計
予
算
に
以
下
の
理
由

で
反
対
で
あ
る
。

①
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
と
平
成
25
年
度

末
起
債
残
高
143
億
５
千
６

百
22
万
円
を
町
民
一
人
当

り
の
借
金
に
す
る
と
62
万

４
千
円
に
な
る
。

　

18
年
度
決
算
と
比
較
す

る
と
８
万
７
千
円
も
増
え

る
の
で
あ
る
。
平
成
25
年

度
予
算
の
歳
入
は
108
億
４

千
400
万
円
、
町
税
な
ど
の

自
主
財
源
は
27
％
で
全
体

　
　

の
¼
し
か
な
い
。
一

　
　
　
　

方
、
依
存
財
源

は
地
方
交
付
税
、
町
債
、

国
・
県
支
出
金
で
73
％
を

占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、

大
型
事
業
を
進
め
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
後

世
に
過
大
な
負
担
を
残
す

財
政
運
営
に
は
反
対
で
あ

る
。

②
新
産
業
創
造
館
整
備
事

業
を
５
億
４
千
万
円
余
り

で
進
め
よ
う
と
し
て
る
が

多
く
の
町
民
が
反
対
し
て

い
る
。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
企
業

と
協
定
書
を
結
ん
で
雇
用

の
目
標
200
人
、
経
済
波
及

効
果
は
10
年
間
で
91
億
円

と
町
広
報
で
周
知
し
た
に

も
関
わ
ら
ず
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
を
理
由
に
撤
退
す

る
こ
と
は
町
も
会
社
も
責

任
重
大
で
あ
る
。

③
約
３
千
900
万
円
を
投
じ

る
北
月
山
荘
改
修
工
事
に

つ
い
て
、「
ま
ち
な
か
温

　

泉
」
の
完
成
後
は
、
客

　
　
　

も
減
少
す
る
。
改

　
　
　
　

修
工
事
に
は
反

　
　
　
　
　
　

対
で
あ
る
。

　

食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

医
療
・
介
護
な
ど
を
地
域

間
で
で
き
る
だ
け
自
給
す

る
循
環
型
、
地
域
主
権
型

の
社
会
、
人
間
主
体
と
環

境
を
主
軸
に
し
た
「
共
生

の
社
会
」
こ
そ
が
地
方
で

の
生
き
る
途
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
で
、

国
の
大
き
な
流
れ
の
な
か

で
も
毅
然
と
し
た
自
立
の

道
を
示
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　
「
南
三
陸
町
へ
の
支
援
」

は
、つ
な
が
り
に
よ
る「
共

生
」
と
も
に
生
き
る
こ
と

を
学
ば
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
ま
ち
づ
く
り
条
例
に

あ
る
み
ん
な
が
主
役
、
参

画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
原
点
が
あ
る
。
そ
れ
へ

の
配
慮
が
交
流
協
会
被
災

者
支
援
交
付
金
に
盛
ら
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
人
口
の
増
加
策

へ
の
方
策
も
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。「
結
婚
推
進
」「
健

康
増
進
」「
定
住
促
進
」「
産

業
振
興
」「
雇
用
の
確
保
」

を
25
年
か
ら
取
り
組
む

「
庄
内
南
部
定
住
自
立
圏
」

で
も
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。 　

新
産

業
創
造
館

も
自
立
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、
地
産
地
消
、
６
次
産

業
化
、
地
域
資
源
活
用
が

町
民
の
や
る
気
を
引
き
出

し
、
今
ま
で
に
な
い
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
に
つ
な
が
る

事
を
期
待
す
る
。

　

今
回
の
予
算
は
合
併
の

集
大
成
を
目
指
す
に
ふ
さ

　

私
は
、
不
本
意
な
が
ら

予
算
案
に
対
し
て
、
大
型

事
業
の
見
直
し
を
求
め
て

毎
回
反
対
の
立
場
に
た
っ

て
き
た
。

　

そ
れ
は
、
観
光
や
誘
客

の
増
加
を
求
め
て
実
施
し

た
事
業
が
、
軌
道
に
乗
ら

ず
全
国
の
自
治
体
の
多
く

が
財
政
を
圧
迫
し
、
行
政

運
営
に
支
障
を
与
え
て
い

る
現
実
が
あ
る
。

　

平
成
26
年
度
に
は
現
在

進
行
中
の
新
産
業
創
造
館

ま
ち
な
か
温
泉
事
業
が

オ
ー
プ
ン
す
る
が
、
レ
ス

ト
ラ
ン
や
テ
ナ
ン
ト
の
入

居
が
当
初
計
画
通
り
順
調

に
推
移
し
な
け
れ
ば
、
運

営
費
な
ど
町
の
持
ち
出
し

経
費
が
増
加
す
る
。

　

本
町
に
と
っ
て
観
光
事

業
や
、
誘
客
事
業
は
観
光

資
源
や
、
地
理
的
に
み
て

も
、
簡
単
に
実
現
で
き
る

状
況
で
は
な
い
。

　

北
月
山
荘
の
収
支
状
況

は
、
１
千
万
円
の
収
入
を

得
る
の
に
、
２
千
万
円
の

経
費
を
か
け
て
運
営
し
て

い
る
。
今
回
、
北
月
山
荘

に
本
町
の
観
光
拠
点
と
非

常
災
害
時
の
避
難
場
所
と

し
て
、
総
額
２
億
円
を
投

じ
実
施
す
る
事
業
は
妥
当

性
を
欠
く
も
の
で
あ
る
。

　

新
産
業
創
造
館
、
ま
ち

な
か
温
泉
が
完
成
後
、
そ

の
動
向
を
見
極
め
て
か
ら

ど
ん
な
施
設
に
す
る
か
判

断
す
る
べ
き
で
あ
る
。

合
併
の
集
大
成
を

目
指
す

工藤範子五十嵐啓一

町長

町
長

佐藤　彰

　
「
総
合
計
画
」
後
期
５

年
間
の
３
年
目
を
迎
え
、

い
よ
い
よ
「
合
併
の
集
大

成
」
を
目
指
す
と
と
も
に

新
町
、
魅
力
づ
く
り
を
表

に
現
す
次
の
ス
テ
ー
ジ
と

な
る
。
平
成
24
年
度
か
ら

町
の
活
性
化
に
大
き
く
関

連
が
あ
る「
人
口
の
増
加
」

と
「
情
報
の
発
信
」
の
強

化
を
図
り
、
各
種
の
事
業

を
展
開
し
て
い
く
が
、
合

併
に
よ
る
交
付
税
特
例
算

定
10
年
の
期
間
も
残
り
３

年
と
な
り
、「
総
合
計
画
」

に
あ
る
各
種
事
業
の
総
括

と
と
も
に
、
今
後
の
実
現

を
図
る
た
め
、
国
や
県
へ

の
事
業
要
望
や
類
似
の
事

業
情
報
収
集
に
積
極
的
に

努
め
る
と
と
も
に
、
経

費
の
削
減
も
図
っ
て
い

く
。
重
点
の
「
子
供
を
安

心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
」「
高
齢
者

の
、
と
び
っ
き
り
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
」「
農
・
商
・

工
が
一
体
と
な
っ
た
活
気

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
前
向
き
な
施
策
を
展

開
し
な
が
ら
、「
合
併
効

果
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
時

期
」
と
し
て
町
益
の
確
保

の
た
め
に
、
少
子
高
齢
化

社
会
の
進
展
や
多
く
の
環

境
の
変
化
に
対
応
し
、「
日

本
一
住
み
や
す
く
住
み
続

け
た
い
町
」
実
現
に
、
町

民
の
参
画
と
協
働
を
基
本

と
し
な
が
ら
挑
戦
を
続

け
て
い
く
。

反
対

齋
藤　

健
一

石
川
惠
美
子

齋
藤　

秀
紀

村
上　

順
一

小
野　

一
晴

石
川　
　

保

榎
本　

秀
将

佐
藤　
　

彰

清
野　
　

等

小
林　

清
悟

上
野　

幸
美

石
川　

武
利

押　

の
り
子

吉
宮　
　

茂

日
下
部
勇
一

五
十
嵐
啓
一

工
藤　

範
子

賛
成
し
た
議
員

反
対
し
た
議
員

討
論
と
は

　　

予
算
や
決
算
な
ど
の
重

要
案
件
の
採
決
の
前
に
自

分
の
賛
成
・
反
対
の
意
見

を
表
明
す
る
こ
と
で
す
。

　

そ
の
目
的
は
、
自
分
の

意
見
に
反
対
す
る
人
や
、

賛
否
の
意
思
を
決
め
て
な

い
人
を
自
分
の
意
見
に
賛

同
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。

　

し
た
が
っ
て
、
簡
単
な

意
思
表
示
で
は
な
く
、
賛

成
・
反
対
の
理
由
を
明
確

に
述
べ
な
が
ら
発
言
す
べ

き
も
の
で
す
。

わ
し
い
内
容

と
評
価
す
る
。

賛
成
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こ
ん
な
こ
と
を
決
め
ま
し
た

先進地・京都府綾部市の修繕された空家

新産業創造館
　　　使用料決まる

新産業創造館
　　　使用料決まる

条
例

八幡スポーツ公園
　　　使用料決まる

　

平
成
25
年
７
月
１
日
に

オ
ー
プ
ン
す
る
八
幡
ス
ポ

ー
ツ
公
園
の
サ
ッ
カ
ー
場

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
、
多
目

的
グ
ラ
ン
ド
の
使
用
料
を

定
め
る
と
と
も
に
、
町
内

の
体
育
施
設
の
使
用
料
の

見
直
し
を
し
ま
し
た
。

賛
成
15
・
反
対
２
で
可
決

庄内町新産業創造館使用料
区　　分 単位 金　額

食のアンテナレストラン 1月 60,000円

6次産業化貸工房1 1月 20,000円

6次産業化貸工房2 1月 15,000円

6次産業化貸工房3 1月 15,000円

6次産業化貸工房4 1月 20,000円

6次産業化
共同利用
加 工 場

加工調理室 4時間 2,000円

製 粉 室 1時間 500円

野菜等乾燥室 1時間 300円

貸オフィス1 1月 283,000円

貸オフィス2 1月 138,000円

貸オフィス3 1月 330,000円

貸オフィス4 1月 240,000円

庄内町なんでもバザール 1月 20,000円

カフェコーナー 1月 25,000円

　

平
成
26
年
度
に
オ
ー
プ

ン
す
る
新
産
業
創
造
館
の

各
施
設
の
使
用
料
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

使
用
料
の
他
、
共
同
利

用
加
工
場
と
、
な
ん
で
も

バ
ザ
ー
ル
以
外
の
施
設
を

利
用
す
る
際
は
、
使
用
料

の
３
カ
月
に
相
当
す
る
保

証
料
を
納
付
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
水
道
光
熱
費
、

電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
使
用
料
、
消
耗
品
等
が

利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

賛
成
1３
・
反
対
４
で
可
決

庄
内
町
定
住
促
進
空
き
家
活
用

住
宅
の
管
理
運
営
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
条
例
の
設
定

　

こ
の
事
業
は
、
町
内
に

あ
る
空
き
家
を
、
町
が
所

有
者
か
ら
10
年
間
の
期
限

で
借
り
受
け
、
こ
れ
を
修

繕
し
、
入
居
希
望
者
に
賃

貸
で
の
利
用
に
な
り
ま
す
。

　

修
繕
費
用
は
、
一
軒
当

た
り
350
万
円
を
限
度
と
し

賃
貸
料
は
、
３
万
５
千
円

以
内
と
し
、
そ
の
う
ち
所

有
者
に
２
万
円
が
支
払
わ

れ
、
残
り
１
万
５
千
円
は

修
繕
費
用
に
充
て
ら
れ
ま

す
。
な
お
、
契
約
が
終
了

し
た
10
年
後
に
、
修
繕
さ

れ
た
空
き
家
が
返
却
さ
れ

ま
す
。

入
居
募
集
時
期

11
月
に
公
募
し
、
12
月
に

入
居
予
定
と
な
り
ま
す
。

地
域
と
戸
数

余
目
地
域
に
５
件
を
予
定

し
て
ま
す
。

【
紛
糾
し
た
質
疑
】

　

議
会
で
は
、
所
有
者
か

ら
町
が
借
り
受
け
、
第
３

者
に
貸
し
付
け
る
こ
と
に

つ
い
て
、
火
災
等
で
財
産

が
消
失
し
た
際
の
責
任

と
、
損
害
保
険
の
利
用
者

の
義
務
化
が
可
能
か
ど
う

か
指
摘
し
ま
し
た
。

　

町
か
ら
、
所
有
者
で
な

い
者
が
家
屋
に
保
険
を
か

け
ら
れ
る
の
か
明
確
な
答

弁
が
無
か
っ
た
こ
と
に
議

会
は
紛
糾
し
ま
し
た
。

　

複
数
の
議
員
か
ら
、
こ

の
事
業
の
目
的
は
理
解
で

き
る
が
、
条
例
の
内
容
が

十
分
に
精
査
さ
れ
た
も
の

と
思
え
な
い
。
一
度
と
り

さ
げ
て
精
度
を
高
め
る
べ

き
だ
と
の
意
見
が
だ
さ
れ

ま
し
た
。

　

町
は
、議
会
の
疑
問
に
、

規
則
の
設
定
で
対
応
で
き

る
と
答
弁
し
、採
決
さ
れ
、

賛
成
９
、
反
対
８
で
可
決

し
ま
し
た
。

 

賛
成
し
た
議
員 

齋
藤　

健
一　

石
川
惠
美
子

五
十
嵐
啓
一　

佐
藤　
　

彰

清
野　
　

等　

小
林　

清
悟

石
川　

武
利　

押　

の
り
子

吉
宮　
　

茂

 

反
対
し
た
議
員 

齋
藤　

秀
紀　

日
下
部
勇
一

村
上　

順
一　

小
野　

一
晴

石
川　
　

保　

榎
本　

秀
将

工
藤　

範
子　

上
野　

幸
美

庄
内
町
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　

こ
れ
ま
で
、
地
方
自
治

法
で
は
、
一
議
員
は
一
常

任
委
員
会
に
所
属
す
る
こ

と
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
の
た
め
、
議
会
広
報

を
作
成
す
る
委
員
会
は
、

継
続
的
に
広
報
を
作
成
す

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
目

的
が
達
成
さ
れ
る
と
解
散

す
る
特
別
委
員
会
と
し
て

設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
に
地
方
自
治

法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
を

機
に
、
こ
れ
ま
で
の
特
別

委
員
会
を
廃
止
し
、
新
た

に
常
任
委
員
会
と
し
て
設

置
し
ま
し
た
。

賛
成
全
員
で
可
決

広
報
委
員
会
を 

 

常
任
委
員
会
化

薄
氷
を
踏
む
よ
う
な
可
決

八幡スポーツ公園
　　　使用料決まる

夜間照明
区　　　分 全照灯 半照灯

八
幡
ス
ポ
ー
ツ
公
園

庄 内 町
サッカー場

全　

面

60分以下 1,800円 900円
60分後で30分まで
ごとの加算料 900円 450円

半　

面

60分以下 900円 450円
60分後で30分まで
ごとの加算料 450円 230円

庄 内 町
ソ フ ト
ボ ー ル 場

60分以下 1,400円 700円
60分後で30分まで
ごとの加算料 700円 350円

庄 内 町
多 目 的
広 　 場

60分以下 500円 ―
60分後で30分まで
ごとの加算料 250円 ―

使用料
区　　　分 1時間あたり使用料

八 幡
スポーツ
公 園

庄内町
サッカー場

全面 800円
半面 400円

庄内町ソフトボール場 400円
庄内町多目的広場 200円

人　
　

事

　

平
成
25
年
６
月
30
日
で

任
期
が
終
了
す
る
人
権
擁

護
委
員
眞
田
正
子
氏
を
引

き
続
き
人
権
擁
護
委
員
に

任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

賛
成
全
員
で
同
意

人
権
擁
護
委
員
と
は

　

人
権
擁
護
法
に
基
づ
い

て
、
人
権
相
談
を
受
け
た

り
、
人
権
の
考
え
方
を
広

め
る
活
動
を
し
て
い
る
民

間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

市
町
村
長
が
選
び
、
議

会
の
意
見
を
聞
い
た
上
で

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

ま
す
。
任
期
は
３
年
で
す
。

庄内町体育施設設置及び管理条例の改正

庄内町新産業創造館設置及び管理条例の設定

賛
成
９
・
反
対
８
で
可
決



激論 町政を問う激論 町政を問う激論 町政を問う激論 町政を問う
一 般 質 問

　議員が行政全般にわたり、町当局に対し事務の執行状況、将来における政策方針等
について、報告や説明を求めたうえで、政策提言することです。

一 般 質 問 と は …
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こ
こ
が
聞
き
た
い

齋
藤
健
一
議
員

議
案

繰越
明許

こ
ん
な
こ
と
を
決
め
ま
し
た

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
事
業

　

こ
の
事
業
は
、
耐
震
補
強
を
含
む
、
学
校
な
ど
の
教

育
施
設
整
備
に
対
し
て
、
文
部
科
学
省
が
補
助
金
を
交

付
す
る
事
業
で
す
。

余
目
第
四
小
学
校
講
堂

耐
震
補
強
工
事

　

２
千
118
万
３
千
円

　

５
月
に
入
札
し
、
６
月

着
工
８
月
完
成
の
予
定
で

す
。

余
目
第
二
幼
稚
園

大
規
模
改
造
工
事

　

３
千
675
万
円

　

４
月
入
札
し
、
４
月
着

工
９
月
完
成
の
予
定
で
す
。

賛
成
全
員
で
可
決

地方の声を聞いて下さい
TPP交渉参加反対に関する意見書

請
願

意 

見 

書

　

Т
Ｐ
Ｐ
は
、
関
税
撤
廃

の
例
外
を
認
め
な
い
完
全

な
自
由
貿
易
協
定
で
あ
る
。

　

農
業
生
産
に
崩
壊
的
な

影
響
を
与
え
、
安
全
・
安

心
な
国
民
の
暮
ら
し
、
医

療
な
ど
我
が
国
の
根
幹
に

か
か
わ
る
制
度
が
変
え
ら

れ
、
地
域
経
済
・
社
会
を

崩
壊
に
導
く
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。

　

つ
い
て
は
、
Т
Ｐ
Ｐ
へ

の
事
前
協
議
を
含
め
一
切

の
交
渉
参
加
に
は
断
固
反

対
で
あ
る
。

衆
議
院
議
長　

内
閣
総
理
大
臣

財
務
大
臣

提
出
先

　
　
　
　

参
議
院
議
長　

　
　
　
　

外
務
大
臣

　
　
　
　

農
林
水
産
大
臣

賛
成
全
員
で
採
択

齋藤　健一 議員

町
長　

　

選
挙

立
候
補
す
る
の
か

３
期
目
決
意
し
た

町
長

子育て日本一目指す

　

町
は
、「
日
本
一
住
み

や
す
く
住
み
続
け
た
い
町

づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い

る
。
実
績
、
町
政
運
営
、

政
治
姿
勢
な
ど
は
評
価
す

る
も
の
で
あ
る
。
今
後
、

町
長
が
手
が
け
た
平
成
27

年
度
ま
で
の
後
期
総
合
計

画
の
実
現
、
公
約
の
交
流

人
口
50
万
人
の
実
現
な
ど

残
さ
れ
た
課
題
が
あ
る
。

　

任
期
は
７
月
30
日
で
あ

り
庄
内
町
長
３
期
目
へ
の

立
候
補
の
考
え
と
、
所
信

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

　

後
援
会
も
含
め

て
、
各
種
団
体
の

方
々
の
意
見
を
う
か
が
い

な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
べ

き
か
を
考
え
、
合
併
し
て

か
ら
の
３
期
目
に
向
か
っ

て
い
く
決
意
を
し
た
。　

　

合
併
の
集
大
成
を
迎
え

る
な
か
で
、
後
悔
を
残
さ

な
い
た
め
に
も
、
も
う
一

度
頑
張
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
判
断
し
た
。

　

今
、
立
ち
止
ま
る
こ
と

は
、
基
本
的
に
許
さ
れ
な

い
状
況
に
あ
る
。
目
標
と

し
て
き
た
「
日
本
一
住
み

や
す
く
住
み
続
け
た
い

町
」
の
実
現
に
向
け
て
、

さ
ら
に
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ

て
頑
張
り
た
い
。

町長

余目第四小学校講堂

余目第二幼稚園

東京でのデモ行進

商工会一店逸品運動

安全な校舎を実現
議会の決議を経て翌年度に繰越す事業
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こ
こ
が
聞
き
た
い

押　

の
り
子
議
員
・
榎
本
秀
将
議
員

五
十
嵐
啓
一
議
員
・
上
野
幸
美
議
員

13
人
の
提
言

プ
車
の
構
造
は
、
電
源
を

供
給
す
る
発
電
機
が
主
で

あ
り
、
こ
の
機
能
を
有
効

活
用
し
非
常
災
害
時
の
緊

急
用
電
源
車
と
し
て
、
避

難
場
所
や
、
電
源
を
必
要

と
す
る
施
設
や
設
備
に
供

給
で
き
る
運
用
は
可
能
か
。

　

排
水
ポ
ン
プ
車

は
、
庄
内
町
管
内

の
排
水
路
流
域
の
農
地
や

集
落
の
浸
水
防
止
を
第
一

義
と
し
て
い
る
。

　

現
在
、
最
上
川
土
地
改

良
区
と
運
用
に
関
す
る
協

定
の
締
結
を
予
定
し
て
い

る
が
、
そ
の
な
か
で
は
広

域
災
害
等
に
対
す
る
出
動

は
想
定
し
て
い
な
い
。
し

か
し
、
今
後
検
討
を
お
こ

な
っ
て
い
く
こ
と
は
可
能

だ
と
考
え
る
。

　

こ
の
排
水
ポ
ン
プ
車
は

排
水
作
業
に
特
化
し
た
車

両
で
あ
り
、
現
状
で
は
緊

急
電
源
車
と
し
て
の
活
用

は
で
き
な
い
が
、
改
造
す

れ
ば
不
可
能
で
は
な
い
と

考
え
る
。

0

50

100

150

200

250

300

350
（人）

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

非正規職員数 正規職員数

　

平
成
24
年
度
、
市
街
地

の
浸
水
水
害
対
策
の
一
環

と
し
て
導
入
し
た
排
水
ポ

ン
プ
車
は
、
性
質
、
構
造 五十嵐啓一 議員

か
ら
み
て
、
一
町
単
独
で

運
用
す
る
に
は
、
過
去
の

事
例
か
ら
み
て
も
利
用
頻

度
が
少
な
い
。
厳
し
い
財

政
状
況
の
な
か
で
、
購
入

し
た
排
水
ポ
ン
プ
車
を
他

地
域
で
発
生
し
た
洪
水
や

水
害
時
に
出
動
で
き
る
体

制
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
排
水
ポ
ン

排
水　
　

ポ
ン
プ
車

有
効
活
用
せ
よ

町
内
排
水
を
優
先
し
た
い

町
長

町長

期待される排水ポンプ車の活用
（高崎河川国道事務所 出展）

　

温
泉
施
設
事
業
で
は
、

全
戸
配
布
の
「
温
泉
欲
し

い
で
す
か
」
ア
ン
ケ
ー
ト

と
町
民
満
足
度
ア
ン
ケ
ー

ト
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の

な
か
に
は
、
氏
名
・
応
援

可
能
な
金
額
ま
で
問
う
内

容
も
あ
っ
た
が
、
今
回
の

実
施
内
容
に
ど
う
活
か
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　

町
は
、
町
民
の
協
働
と

参
画
を
掲
げ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
町
民
の
意
見
や
要

望
を
反
映
さ
せ
る
「
ま
ち

な
か
温
泉
運
営
協
議
会
」

を
つ
く
る
べ
き
で
は
な

か
っ
た
の
か
。

　

ま
た
、
温
泉
再
開
に
あ

た
り
、
町
民
の
声
に

あ
る
温
泉
の
農
業
分

野
へ
の
活
用
は
考
え

て
い
な
い
の
か
。

　

温
泉
施
設

整
備
事
業
は

準
備
段
階
か
ら
町
民

の
意
見
を
聴
き
な
が

ら
進
め
て
き
た
。
そ

れ
ら
の
意
見
を
集
約

し
て
、
最
大
限
、
建

設
地
の
な
か
で
一
番

魅
力
あ
る
施
設
と
な

る
よ
う
調
整
し
て
き

た
。

　

平
成
25
年
度
に
、

町
広
報
紙
に
特
集
を
組
み

意
見
を
頂
く
な
ど
の
対
応

は
可
能
か
と
思
う
が
現
在

の
と
こ
ろ
、
新
た
な
協
議

会
等
の
設
置
は
考
え
て
い

な
い
。

　

お
湯
を
無
駄
に
す
る
こ

と
な
く
２
次
利
用
で
き
る

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
考
え

て
い
る
が
、
農
業
部
門
へ

の
温
泉
活
用
は
難
し
い
。

上野　幸美 議員

まちなか
温泉 民意どう反映

意見を集約、調整している町長

町長

まちなか温泉建築模型

掲載出来なかった質問 ・庄内町職員の懲戒処分の基準に関する規程について

掲載出来なかった質問 ・観光交流について 掲載出来なかった質問 ・ 温泉事業について

　

日
本
の
生
産
年
令
人
口

は
平
成
24
年
以
降
、
年
間

100
万
人
単
位
で
減
少
し
て

い
る
現
状
で
あ
り
、
将
来

女
性
の
労
働
力
の
確
保
は

経
済
成
長
を
遂
げ
る
た
め

に
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
女
性
の
社
会

的
進
出
に
よ
る
男
女
共
同

参
画
社
会
の
推
進
は
、
性

別
役
割
分
担
が
根
強
い
こ

と
か
ら
、
進
ま
な
い
現
状

に
あ
る
。

　

多
様
な
人
材
活
用
を
図

る
た
め
に
、
行
政
が
主
導

的
に
女
性
の
審
議
会
委

員
・
管
理
職
等
の
30
％
登

用
率
を
目
指
す
と
し
て
い

る
が
、
男
女
共
同
参

画
の
推
進
に
ど
う
応

え
て
い
る
の
か
。

　

発
想
を
切

り
替
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
平
成

25
年
度
に
女
性
だ
け

で
防
災
を
考
え
る
会

議
を
計
画
し
て
い
る
。

多
種
多
様
な
女
性
の

声
を
行
政
に
反
映
で

き
る
よ
う
、
こ
れ
ま

で
と
は
違
っ
た
視
点

で
考
え
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。　

　

人
口
減
少
社
会
を
迎
え

労
働
人
口
も
不
足
し
、
女

性
が
さ
ら
に
社
会
進
出
を

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

女
性
の
参
画
が
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
に
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、

本
町
に
お
い
て
も
将
来
を

見
据
え
た
形
で
今
か
ら
準

備
を
し
て
い
き
た
い
。

押　　のり子 議員

女性　
登用率 30％目指せ

将来を見据え準備する町長

町長

　自分らしさを探求（椿ぜみなーる）

　

非
正
規
職
員
の
有
給
休

暇
は
、
年
間
10
日
間
で
翌

年
度
へ
の
繰
越
し
が
で
き

な
い
こ
と
や
、
複
数
年
雇

用
が
継
続
さ
れ
て
い
る
の

に
、
休
暇
日
数
の
追
加
措

置
が
な
い
こ
と
は
、
労
働

基
準
法
に
触
る
の
で
は
な

い
か
。

　

ま
た
、
正
規
職
員
と
非

正
規
職
員
で
同
じ
業
務
を

し
て
い
る
の
に
給
与
に
大

き
な
格
差
が
あ
る
。
こ
れ

榎本　秀将 議員

ら
は
差
別
に
あ
た
り
、
司

法
の
判
断
に
も
あ
る
よ
う

に
、
実
態
と
制
度
の
乖か

い
り離

を
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

　

非
正
規
職
員
が
240
人
も

い
る
状
態
は
、
職
員
適
正

化
計
画
を
有
名
無
実
と
し

て
い
な
い
か
。

　

非
正
規
職
員
の

有
給
休
暇
は
、
現

在
の
規
定
に
よ
り
毎
年
10

日
間
と
し
て
い
る
が
、
残

日
数
の
繰
り
越
し
や
継
続

雇
用
の
場
合
の
追
加
付
与

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
、
総

務
省
か
ら
出
さ
れ
た
、
臨

時
・
非
常
勤
職
員
の
任
用

等
の
通
知
に
基
づ
き
適
正

な
運
用
を
図
っ
て
い
る
。

　

合
併
後
、
職
員
適
正
化

計
画
に
よ
り
、
職
員
数
を

減
じ
て
き
た
。
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
招
か
ず
、

ま
た
、
町
全
体
の
雇
用
の

確
保
に
係
わ
る
こ
と
で
、

慎
重
に
判
断
し
て
い
き
た

い
。

非
正
規

　

職
員

待
遇
格
差
を
是
正
せ
よ

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い

町
長

町長

どんどん増える非正規職員
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こ
こ
が
聞
き
た
い

石
川
惠
美
子
議
員
・
佐
藤
彰
議
員

齋
藤
秀
紀
議
員
・
工
藤
範
子
議
員

石川　惠美子 議員

　

平
成
23
・
24
年
度
に
お

い
て
、
申
告
後
に
課
税
誤

り
が
判
明
し
、
平
成
24
年

11
月
26
日
に
「
課
税
誤
り

に
伴
う
お
詫
び
に
つ
い

て
」
通
知
さ
れ
て
い
た
が

な
ぜ
ミ
ス
を
招
い
た
の
か
。

　

課
税
権
者
で
あ
る
町
に

は
絶
対
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
で
あ
る
。
町
長
は

こ
の
件
の
報
告
を
い
つ
受

け
た
の
か
。
対
象
者
は
何

件
か
、
過
誤
徴
収
し
た
金

額
は
い
く
ら
か
。
関
係
者

の
処
分
は
ど
う
対
応
し
た

の
か
。
町
民
は
疑
念
を
抱

き
行
政
の
信
用
を
失
墜
さ

せ
る
大
問
題
で
あ
る
。
誤

り
の
な
い
事
務
執
行

に
努
め
る
べ
き
で
な

い
か
。　

課
税
誤
り

の
原
因
は
、

電
算
シ
ス
テ
ム
の
切

り
替
え
時
に
、
配
偶

者
控
除
と
障
害
者
控

除
が
抜
け
て
し
ま
っ

た
た
め
で
あ
る
。
今

後
、
新
た
な
電
算
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
際

し
て
は
、
本
格
稼
働

前
に
十
分
な
チ
ェ
ッ

ク
が
必
要
だ
と
痛
感

し
て
い
る
。

　

課
税
誤
り
は
述
べ
件
数

23
件
の
実
数
19
人
で
、
１

人
あ
た
り
５
千
円
か
ら

７
万
１
千
円
を
還
付
し
た
。

関
係
者
の
処
分
は
、
今
後

十
分
聞
き
取
り
を
し
、
内

容
を
精
査
し
た
う
え
で
判

断
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
誤

り
で
あ
り
、
迷
惑
を
か
け

た
町
民
に
お
詫
び
申
し
上

げ
た
い
。

工藤　範子 議員

町長

　

南
三
陸
町
へ
の
支
援
は

人
と
人
と
の
交
流
、
小
中

学
生
の
交
流
が
お
こ
な
わ

れ
て
き
た
。

　

今
後
は
長
く
付
き
合
え

る
経
済
的
な
結
び
つ
き
が

大
事
に
な
る
と
思
う
。

　

漁
業
者
は
、
遅
々
と
し

て
進
ま
ぬ
港
の
再
建
や
養

殖
漁
業
の
復
旧
、
高
額
な

再
建
資
金
の
返
済
な
ど
、

不
安
や
葛
藤
の
日
々
に
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

佐藤　彰 議員

　

例
え
ば
、
一
戸
６
万
円

100
戸
で
600
万
円
を
前
払
い

し
て
、
後
か
ら
海
産
物
で

受
け
取
る
仕
組
み
、
そ
れ

を
５
～
10
年
も
続
け
れ
ば

漁
業
の
再
生
、
消
費
連
携

に
つ
な
が
る
。
町
で
で
き

な
い
か
。

　

南
三
陸
町
の
漁

港
の
整
備
は
、
岸

壁
の
嵩か

さ

上
げ
を
最
優
先
に

取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
養

殖
等
の
加
工
施
設
の
復
旧

は
ま
だ
ま
だ
と
い
う
状
況

で
あ
る
。
漁
獲
高
も
大
震

災
前
の
水
準
に
戻
る
の
は

か
な
り
の
時
間
を
要
す
る

よ
う
で
あ
る
。

　

議
員
か
ら
は
、
具
体
的

な
提
案
を
い
た
だ
い
た
が

相
手
方
の
気
持
ち
も
あ
り

南
三
陸
町
の
漁
業
関
係
者

が
何
を
一
番
望
ん
で
い
る

の
か
を
把
握
し
た
う
え
で

今
後
、
そ
う
い
っ
た
提
案

や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
実
現
で

き
る
よ
う
に
話
し
合
い
を

持
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

町長

南三陸町から、町内で、ワカメ販売

これでは、誠意が伝わらない

13
人
の
提
言

掲載出来なかった質問 ・ 環境保全型農業直接支援対策について
・医療費の抑制について

掲載出来なかった質問 ・ 県立庄内総合高等学校の存続について
・生活保護基準の引き下げによる影響について
・福祉灯油について・疾患予防対策について

掲載出来なかった質問 ・ 食育について
・農業行政について

学校　
　給食 アレルギー対策は万全か

過誤　
　徴収 なぜ、こんなことに

十分なチェックをしたい町長

全職員に理解を図っている教育長

復
興　
　

支
援

消
費
と
連
携
で
き
な
い
か

相
手
方
を
考
慮
し
進
め
た
い

町
長

　

除
雪
基
本
計
画
の
除
雪

時
間
は
、
午
前
４
時
か
ら

７
時
ま
で
完
了
す
る
事
と

な
っ
て
い
る
。
私
の
情
報

で
は
、
９
時
か
ら
11
時
頃

に
除
雪
し
て
い
る
地
域
が

あ
る
と
の
事
だ
が
、
町
で

は
、
お
お
む
ね
時
間
通
り

お
こ
な
っ
て
い
る
と
し
て

い
る
。
情
報
に
違
い
が
あ

る
が
確
か
な
の
か
？

　

や
や
祭
り
は
、
安
産
と

子
宝
繁
栄
の
神
様
の
神
社

の
祭
り
で
あ
り
、
町
内
外

か
ら
多
く
の
参
拝
者
が
訪

齋藤　秀紀 議員

れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
駐
車
場
の
整
備
や
除

雪
に
関
し
て
は
、
万
全
の

体
制
が
必
要
と
思
わ
れ
る

が
、
ど
う
か
。

　

除
雪
時
間
は
、

原
則
午
前
４
時
か

ら
７
時
を
目
途
と
な
っ
て

い
る
。
業
者
も
努
力
し
て

い
る
が
７
時
を
過
ぎ
て
し

ま
う
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、

降
雪
量
や
雪
質
、
風
な
ど

の
状
況
に
応
じ
た
早
め
の

出
動
を
指
示
し
て
い
る
が

計
画
通
り
に
は
な
ら
な
い

こ
と
も
あ
る
。

　

や
や
祭
り
の
前
日
と
当

日
の
除
雪
は
、
例
年
事
前

に
行
政
区
長
と
業
者
と
町

が
協
議
を
お
こ
な
い
対
応

し
て
い
る
が
、
小
型
ロ
ー

タ
リ
ー
し
か
入
れ
な
い
道

路
事
情
や
圧
雪
の
状
況
、

気
温
の
上
昇
に
よ
る
緩
み

で
迷
惑
を
か
け
て
い
る
こ

と
も
認
識
し
て
い
る
。
よ

り
良
い
除
雪
に
向
け
今
後

と
も
検
討
を
加
え
て
い
き

た
い
。

町長

やや祭りのためにも万全な体制を

除
雪

時
間
守
れ

努
力
し
て
い
る

町
長

幼
児
、
児
童
は
ど
れ

位
い
る
の
か
、
ま
た

そ
の
対
策
は
と
ら
れ

て
い
る
の
か
。

　

平
成
24
年

度
調
査
で
は

幼
稚
園
児
15
人
、
小

学
生
68
人
、
中
学
生

35
人
か
ら
、
何
ら
か

の
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状

が
あ
る
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。
そ
の
う
ち

医
師
の
診
断
書
を
提

出
し
た
の
は
、
園
児

４
人
、
小
学
生
７
人

中
学
生
４
人
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
う
ち
、
小

学
生
１
人
が
シ
ョ
ッ
ク
症

状
の
有
病
者
で
、
エ
ピ
ペ

ン
を
携
帯
し
て
い
る
。

　

給
食
で
の
除
去
食
や
代

替
食
は
、
医
師
の
診
断
書

や
指
示
書
を
基
に
、
保
護

者
、
栄
養
教
諭
等
関
係
者

で
検
討
し
て
い
る
。
年
度

始
め
の
会
議
で
全
職
員
に

共
通
理
解
を
図
っ
て
い
る
。

　

給
食
が
始
ま
っ
て
125
年

が
経
過
し
、
今
で
は
学
校

給
食
は
子
ど
も
た
ち
の
生

活
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。

　

給
食
は
、
食
生
活
の
変

化
の
な
か
で
、
国
で
も
食

育
の
一
環
と
し
て
と
ら
え

ら
れ
て
い
る
。

　

全
国
小
中
高
の
児
童
生

徒
の
う
ち
約
３
％
、
33
万

人
が
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と

さ
れ
て
い
る
。
ア
レ
ル

ギ
ー
物
質
を
含
ん
だ
給
食

を
食
べ
て
シ
ョ
ッ
ク
を
起

こ
す
事
故
が
昨
年
だ
け
で

300
件
を
越
し
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。

　

町
に
は
ア
レ
ル
ギ
ー
の

教委長

子どもたちの命の備え万全に
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掲載出来なかった質問  ・国民健康保険の運営について
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こ
こ
が
聞
き
た
い

小
野
一
晴
議
員
・
日
下
部
勇
一
議
員

石
川
武
利
議
員
・
小
林
清
悟
議
員

　

新
産
業
創
造
館
の
貸
し

オ
フ
ィ
ス
に
当
初
か
ら
入

居
し
て
い
た
Ｉ
Ｔ
企
業
が

平
成
26
年
６
月
で
撤
退
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
で
、
地
元
で

採
用
さ
れ
、
研
修
名
目
で

東
京
に
３
年
の
約
束
で

出
向
し
て
い
る
社
員
は
、

戻
っ
て
こ
れ
な
く
な
る
。

　

町
と
企
業
が
協
定
書
ま

で
交
わ
し
て
誘
致
し
た
企

業
だ
か
ら
と
、
信
用
し
て

採
用
試
験
を
受
け
た
社
員

と
そ
の
家
族
に
対
し
、
町

は
責
任
が
あ
る
は
ず
。

　

地
元
に
帰
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
社
員
に
対
し
ア

フ
タ
ー
ケ
ア
す
る
考

え
は
あ
る
の
か
。

　

地
元
に
雇

用
の
場
を
作

り
た
い
思
い
で
Ｉ
Ｔ

企
業
を
誘
致
し
た
。

町
を
信
用
し
て
期
待

を
抱
き
、
就
職
さ
れ

た
方
に
は
、
町
と
し

て
も
非
常
に
責
任
を

感
じ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
そ

の
Ｉ
Ｔ
企
業
と
は
就

職
さ
れ
た
方
々
に
つ

い
て
の
話
し
合
い
を

も
っ
た
経
緯
が
あ
っ

た
が
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。

会
社
側
と
は
斡
旋
も
含
め

て
情
報
収
集
し
対
応
し
た

い
。
こ
れ
か
ら
も
町
と
し

て
、
そ
の
方
々
へ
の
責
任

を
果
た
す
た
め
、
雇
用
の

場
の
確
保
を
し
っ
か
り

や
っ
て
い
く
。

小野　一晴 議員

　

余
目
駅
前
の
農
業
倉
庫

を
購
入
し
、
離
れ
の
雑
品

庫
を
貸
し
オ
フ
ィ
ス
２
室

に
整
備
し
て
、
平
成
20
年

３
月
か
ら
東
京
の
Ｉ
Ｔ
企

業
に
貸
し
出
し
て
き
た
。

そ
の
企
業
が
、
平
成
26
年

６
月
で
撤
退
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
こ
の
間
を
ど
の

よ
う
に
総
括
し
て
い
る
の

か
。

　

ま
た
、
貸
し
オ
フ
ィ
ス

は
、
現
在
、
入
居
者
を
Ｉ

Ｔ
企
業
に
限
定
し
て
い
る

が
、
こ
の
度
、
そ
の
限
定

を
見
直
す
と
の
こ
と
だ
が

ど
の
よ
う
な
考
え
で
い
る

の
か
。

　

Ｉ
Ｔ
企
業

は
、
順
調
に

事
業
を
拡
大
し
て
き

た
が
、
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
以
降
、
日
本

経
済
全
体
の
衰
退
に

よ
り
、
想
定
し
て
い

た
事
業
が
計
画
通
り

進
ま
な
か
っ
た
。
再

契
約
に
つ
い
て
、
今

の
状
況
で
は
、
業
況

の
回
復
が
見
込
め
な

い
こ
と
か
ら
、
賃
貸

契
約
を
延
長
し
な
い

こ
と
を
了
承
し
た
。

　

オ
フ
ィ
ス
事
業
と

し
て
は
、
実
質
負
担

額
を
回
収
で
き
る
状
況
で

あ
る
。
今
後
は
Ｉ
Ｔ
企
業

以
外
に
も
貸
し
出
せ
る
よ

う
に
す
る
。

　

議
会
か
ら
の
提
案
も
あ

り
、
６
次
産
業
に
特
化
す

る
と
い
う
発
想
に
切
り
替

え
た
。
非
常
に
良
い
タ
イ

ミ
ン
グ
で
ス
タ
ー
ト
が
切

れ
る
と
考
え
て
い
る
。

小林　清悟 議員

町長

町長

貸オフィス　これからどうする

　

平
成
20
年
３
月
に
入
居

し
た
Ｉ
Ｔ
企
業
は
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
等
の
影
響

も
あ
り
平
成
26
年
６
月
で

撤
退
す
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
そ
の
責
任
は
ど
う
す

る
の
か
。

　

こ
れ
ま
で
町
は
合
併

特
例
債
等
を
活
用
し
、

１
億
４
千
万
円
を
か
け
整

備
し
た
。

　

当
時
、
雇
用
目
標
を
200

人
と
し
、
地
域
に
根
ざ
し

た
会
社
に
な
る
と
説
明
し

て
い
る
。
経
済
波
及
効
果

日下部　勇一 議員

も
10
年
間
で
91
億
円
見
込

ま
れ
て
い
る
と
町
民
に
約

束
し
て
い
る
。

　

計
画
通
り
に
進
ま
な

か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
責

任
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

　

Ｉ
Ｔ
企
業
が
、

今
回
５
年
の
期
限

を
満
了
し
、
更
新
と
な
ら

な
い
現
状
は
、
残
念
な
が

ら
受
け
止
め
ざ
る
を
得
な

い
と
考
え
て
い
る
。
今
後

の
業
績
回
復
や
新
展
開
に

つ
い
て
、
継
続
し
て
情
報

交
換
に
努
め
ま
す
。

　

去
年
の
11
月
現
在
で
東

京
勤
務
と
し
て
10
人
が
在

職
し
て
い
る
。
今
後
、
こ

の
方
達
に
、
雇
用
の
紹
介

や
い
ろ
ん
な
支
援
を
考
え

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

　

オ
フ
ィ
ス
事
業
は
、
現

在
２
社
目
が
入
っ
て
お
り

経
営
は
順
調
で
、
前
向
き

に
捉
え
て
い
る
。

町長

町と議会の責任は（協定書）

貸オフィス 企業撤退のケアせよ

新産業
創造館 入居者制限を総括せよ

事業が計画通り進まなかった町長

町としての責任は感じている町長

Ｉ
Ｔ　

　

企
業

撤
退
の
責
任
は
ど
う
な
る

い
ろ
ん
な
支
援
を
考
え
る

町
長

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
ク

ラ
ス
の
大
規
模
な
災
害
が

発
生
す
る
と
、
交
通
の
阻

害
や
同
時
に
多
発
す
る
火

災
へ
の
対
応
か
ら
、
公
的

な
防
災
関
係
機
関
の
活
動

能
力
が
著
し
く
低
下
す
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
自
主
防
災
組
織
の

育
成
強
化
は
、
行
政
の
最

重
要
課
題
で
あ
る
。
特
に

平
常
時
に
お
い
て
自
主
防

災
組
織
活
動
に
お
け
る
家

石川　武利 議員

庭
内
で
の
寝
室
を
含
む
各

部
屋
及
び
家
屋
周
辺
の

チ
ェ
ッ
ク
と
そ
の
防
災
対

策
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　

災
害
対
策
で
最

も
基
本
に
な
る
の

は
、
自
ら
の
命
を
自
ら
が

守
る
こ
と
で
あ
り
、
個
人

と
世
帯
で
の
対
応
に
な
る

た
め
、
平
成
25
年
１
月
に

防
災
シ
ー
ト
を
全
世
帯
に

配
布
し
た
。
シ
ー
ト
に
は

大
地
震
が
起
き
た
場
合
の

行
動
チ
ャ
ー
ト
、
水
・
食

料
等
の
備
蓄
、
家
族
等
の

連
絡
体
制
等
が
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
周
知
・
啓
発
を

図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
３
月
下
旬
に
は

全
て
の
自
主
防
災
組
織
に

活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
配
布

し
、
組
織
づ
く
り
か
ら
、

平
常
時
の
活
動
ま
で
を
盛

り
込
む
予
定
で
あ
る
。

町長

転ばぬ先のつえ（タンスの固定具）

災
害

家
庭
の
防
災
対
策
は
ど
う
か

防
災
シ
ー
ト
を
配
布
し
て
い
る

町
長

雇用促進のかなめ

13
人
の
提
言
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新
し
く
決
め
た
課
題

を
調
査
し
た
内
容
を
中

間
報
告
と
し
て
ま
と
め

ま
し
た
。

　

こ
の
広
報
の
次
の
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り

ま
す
。

テーマ 行財政運営について
課　題 •職員定員適正化計画について
 •行政評価システムについて
 •新・まちづくり計画について
視察地 　神奈川県藤沢市
 　香川県まんのう町
視察地 　神奈川県藤沢市
 　香川県まんのう町

ま
ん
の
う
町

南
ア
ル
プ
ス
市

甲
府
市

北
杜
市

足
利
市

藤
沢
市

飯
能
市

東
京
都

平成24年10月20日号　第33号 (20)こんにちは庄内町議会です(21)

藤
沢
市
は
ど
ん
な
と
こ
ろ

　

東
京
か
ら
50
㎞
圏
に
あ

り
、首
都
圏
近
郊
の
観
光
・

保
養
・
住
宅
地
と
し
て
発

展
し
て
い
る
。

　

市
制
を
施
行
し
た
昭
和

15
年
の
人
口
は
３
万
６
千

人
だ
っ
た
が
、
平
成
18
年

に
は
40
万
人
を
超
え
た
。

　

行
政
改
革
に
は
、
平
成

８
年
度
か
ら
平
成
18
年
度

ま
で
３
度
取
り
組
み
、
292

の
課
題
の
精
査
と
事
業
見

直
し
を
行
い
、
763
人
の
人

員
削
減
と
、
489
億
円
の
財

政
削
減
効
果
を
上
げ
て
い

る
。

ま
ん
の
う
町
は

　
　
　
　

ど
ん
な
と
こ
ろ

　

香
川
県
仲
多
度
郡
の
３

町
が
、
平
成
18
年
に
合
併

し
て
誕
生
し
た
。

　

合
併
時
の
職
員
数
は
261

人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

平
成
24
年
４
月
１
日
現
在

214
人
ま
で
削
減
し
、
合
併

時
の
定
員
適
正
化
計
画
よ

り
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。

職
員
の
減
少
に
伴
い
、
専

門
分
野
や
特
定
の
分
野
で

非
正
規
職
員
が
30
人
増
員

と
な
っ
た
が
、
平
成
22
年

度
で
約
３
億
円
の
人
件
費

の
削
減
と
な
っ
た
。

　

平
成
19
年
度
よ
り
開
始

し
た
事
務
事
業
評
価
制
度

は
、
平
成
22
年
度
全
811
事

務
事
業
の
評
価
を
完
了
し

て
い
る
。

視
察
の
焦
点

藤
沢
市

•
市
民
の
目
線
で
市
民
本

位
の
行
政
改
革
を
推
進
し

て
い
る
。

•
外
部
評
価
制
度
に
よ

り
、
客
観
性
を
確
保
し
、

透
明
性
を
高
め
て
い
る
。

•
公
開
の
場
で
の
事
業
仕

分
け
は
、
市
民
及
び
職
員

の
意
識
向
上
に
つ
な
が
る
。

ま
ん
の
う
町

•
町
内
60
数
か
所
の
公
営

施
設
を
１
社
に
一
括
管
理

を
委
託
し
て
い
る
。

•
事
務
事
業
の
改
善
も

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
は
な

く
、
職
員
自
ら
が
業
務
を

再
認
識
し
、
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
も
含
め
、
取
り
組
ん
で

い
る
。

•
事
前
に
指
定
し
た
事
業

に
つ
い
て
、
担
当
者
か
ら

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

受
け
て
い
る
。

地
中
熱
利
用
推
進
協
議
会

は
ど
ん
な
と
こ
ろ

　

山
梨
県
の
豊
か
な
自
然

環
境
を
活
か
し
た
、
豊
富

で
安
定
的
な
地
中
熱
を
利

用
し
た
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
図
っ
て

い
る
。
地
域
一
体
と
な
り

脱
石
油
化
、
CO²
削
減
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
低
減
に

よ
り
、
各
分
野
の
経
営
安

定
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

北
杜
市
は
ど
ん
な
と
こ
ろ

　

雑
種
地
10
 

ha
に
、
世
界

の
太
陽
光
パ
ネ
ル
メ
ー

カ
ー
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
１

万
２
千
枚
設
置
し
、
２
Ｍ

Ｗ
級
の
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
、
今
後
の

普
及
拡
大
に
向
け
た
実
証

研
究
に
取
り
組
ん
だ
。

南
ア
ル
プ
ス
市
は

　
　
　
　

ど
ん
な
と
こ
ろ

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

に
よ
る
人
と
自
然
が
響
き

合
う
「
新
文
化
都
市
」
の

実
現
と
新
た
な
地
域
文
化

を
創
造
す
る
た
め
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
消
費
を
抑
え
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
、
未

使
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

を
進
め
て
い
る
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
訪
問

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
弱
点
克
服
と
地
域
内
に

お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ェ

ア
と
し
て
の
ス
マ
ー
ト
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
懇

談
し
た
。

視
察
の
焦
点

地
中
熱
利
用
推
進
協
議
会

•
地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

シ
ス
テ
ム
は
、
従
来
の
エ

ア
コ
ン
と
比
較
し
て
電
気

料
を
夏
場
で
65
％
、
冬
場

で
30
％
カ
ッ
ト
で
き
る
。

北
杜
市

•
農
業
用
水
路
を
活
用
し

小
水
力
発
電
で
、
市
浄
水

場
の
電
気
料
金
（
年
間
２

千
700
万
円
）
を
賄
っ
て
い

る
。

南
ア
ル
プ
ス
市

•
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
潜
在
量

は
太
陽
光
発
電
や
太
陽

熱
、
小
水
力
、
バ
イ
オ
マ

ス
を
含
め
、
約
５
万
５
千

戸
の
一
般
家
庭
の
消
費
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
賄
え
る
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

•
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
自
然
環
境
に
左
右
さ

れ
、
需
要
に
即
応
し
た
発

電
対
応
が
課
題
で
あ
る
。

次
世
代
に
つ
な
が
る
行
財
政
運
営

新
エ
ネ
の
可
能
性
を
さ
ぐ
る

総務
常任委員会

産業建設
常任委員会

テーマ 再生可能エネルギーについて
課　題 •風力・太陽光・小水力発電の推進
 •雪氷熱・地中熱の利用推進
 •バイオマスエネルギーの利活用
 •次世代エネルギーパーク構想
視察地 　山梨県甲府市・北杜市・南アルプス市
 　経済産業省資源エネルギー庁

より良い町づくりのための Reportより良い町づくりのための
レポート

̶ 議会閉会中の平成24年7月に視察しました ―

まんのう町の視察メガソーラーの視察

視察

常
任
委
員
会
の
お
仕
事

Ｑ　

年
間
ど
の
く
ら
い

仕
事
し
て
る
の
？

Ａ　

平
成
23
年
度
は
定
例

会
中
に
９
回
、
議
会
を
開

会
し
て
い
な
い
閉
会
中
に

27
回
、
協
議
会
も
含
め
る

と
あ
わ
せ
て
40
回
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

ど
ん
な
仕
事
を

し
て
い
る
の
？

Ａ　

常
任
委
員
会
に
は
、

付
託
議
案
の
調
査
と
、
所

管
事
務
の
調
査
の
、
二
つ

の
重
要
な
仕
事
が
あ
り
ま

す
。

　

付
託
議
案
の
調
査
と
は

重
要
な
議
案
で
さ
ら
に
慎

重
な
審
査
を
す
る
必
要
が

あ
る
場
合
は
、
議
長
が
議

会
に
諮は

か

り
常
任
委
員
会
に

審
査
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

　

所
管
事
務
の
調
査
と
は

そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会

が
、
所
管
す
る
町
政
の
問

題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

課
題
に
選
び
、
調
査
し
解

決
案
を
町
へ
提
言
す
る
こ

と
で
す
。

　

近
年
、
全
国
的
に
所
管

事
務
の
調
査
が
、
付
託
議

案
の
調
査
ほ
ど
積
極
的
に

お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
と

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
議
会
で
は
、
所
管

事
務
調
査
を
重
視
す
る
こ

と
に
よ
り
、
町
民
か
ら
の

要
請
や
町
の
課
題
の
対
応

が
明
ら
か
に
な
る
と
し
て

一
つ
の
課
題
に
半
年
を
か

け
て
積
極
的
に
調
査
、
提

言
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
調
査
の
サ
イ
ク
ル

が
左
の
25
ペ
ー
ジ
で
す
。

Ｑ　

各
常
任
委
員
会
の

所
管
す
る
担
当
は
？

Ａ　

総
務
常
任
委
員
会

○
財
政
全
般

○
人
口
・
定
住

○
防
災

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

○
農
林
水
産
業

○
商
工
観
光
業

○
排
水
対
策

　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

○
教
育
・
社
会
教
育
・
保
育

○
社
会
福
祉
・
障
が
い
者
福
祉

○
健
康
福
祉

　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

○
議
会
広
報
誌
の
編
集
・

発
行

Ｑ　

行
政
視
察
は
、
ど
れ

く
ら
い
の
費
用
を
使
っ
て

い
る
の
？

Ａ　

一
期
４
年
で
50
万
円

の
視
察
費
を
使
っ
て
い
ま

す
。

　

た
だ
し
、
本
町
議
会
で

は
政
務
活
動
費
（
年
間
約

10
万
円
～
20
万
円
）
を
受

け
取
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
議
員
個
々
の
バ
ラ
ツ

キ
の
あ
る
調
査
で
は
な
く

常
任
委
員
会
と
し
て
共
通

認
識
に
立
っ
た
調
査
を
重

視
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

視
察
に
際
し
て
は
最
初

に
、
各
委
員
会
で
町
政
の

抱
え
る
課
題
を
抽
出
し
ま

す
。
そ
の
課
題
の
解
決
に

参
考
と
な
る
先
進
地
を
視

察
先
に
選
び
ま
す
。

Ｑ　

各
常
任
委
員
会
っ

て
全
議
員
の
1/3
で
し
ょ
。

議
会
全
体
の
意
見
じ
ゃ
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？

Ａ　

本
報
告
は
、「
議
会

と
し
て
の
町
へ
の
提
言
」

と
な
る
こ
と
か
ら
、
定
例

会
前
の
全
員
協
議
会
や
中

間
報
告
で
、
現
況
・
課
題

に
つ
い
て
、
全
議
員
が
共

通
認
識
と
な
る
よ
う
に
徹

底
的
に
議
論
し
ま
す
。
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地
域
の
支
援
で
社
会
参
加
め
ざ
す

テーマ 障がい者（児）福祉について
目　的  　本町でも障がい者が増加傾向にあり、き

め細やかなニーズに対応するためどのよう
な支援体制が必要なのか、実態と今後の方
向性を見出す。

文教厚生
常任委員会

障
が
い
者
の
雇
用
に
つ
い
て

　

本
町
の
、
障
が
い
者
雇

用
状
況
は
、
平
成
24
年
４

月
時
点
で
、
民
間
企
業
14

事
業
所
に
お
い
て
、
19
人

が
就
労
し
て
い
る
。

相
談
支
援
体
制
に
つ
い
て

　

障
が
い
者
の
対
象
範
囲

拡
大
な
ど
、
支
援
は
広
範

囲
に
な
っ
て
い
る
が
、
委

託
先
の
職
員
は
１
名
体
制

で
あ
る
。
不
在
時
は
委
託

先
の
他
部
署
の
協
力
を
得

て
い
る
。

施
設
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

　

町
内
に
は
い
く
つ
か
の

福
祉
施
設
が
あ
る
が
、
運

営
方
式
や
支
援
方
法
に
違

い
が
あ
る
な
ど
、
不
満
も

出
て
い
る
。
ま
た
、
事
業

に
よ
っ
て
は
介
助
的
支
援

が
必
要
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
支
援
も
求

め
ら
れ
て
い
る
。

障
が
い
者
の
雇
用

●
企
業
と
の
連
携
強
化
に

よ
り
、
就
業
率
が
向
上
し

て
い
る
事
例
も
あ
る
。
町

は
雇
用
活
性
化
支
援
員
を

活
用
し
、
企
業
、
団
体
な

ど
に
各
種
施
策
・
制
度
な

ど
を
説
明
し
雇
用
の
拡
大

を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

相
談
支
援
体
制

●
本
町
に
あ
る
障
が
い
者

施
設
各
事
業
所
に
、
相
談

支
援
専
門
員
の
配
置
を
す

す
め
、
保
健
師
な
ど
専
門

知
識
を
備
え
た
、「
障
が

い
者
福
祉
係
」
を
設
置
し

多
様
化
す
る
障
が
い
者

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
図
る

べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
障
害
の
状
態
に

応
じ
た
健
康
診
断
へ
の
対

応
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確

保
、団
体
間
の
交
流
促
進
、

庁
用
バ
ス
の
活
用
な
ど
総

合
的
な
支
援
体
制
を
急
ぐ

べ
き
で
あ
る
。

施
設
の
環
境
整
備

　

地
域
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
に
は
、
施
設

の
規
模
拡
大
や
民
間
事
業

所
の
誘
致
や
育
成
、
先
進

事
例
に
よ
る
宿
泊
型
施
設

の
設
置
な
ど
、
総
合
的
な

支
援
策
を
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

担
う
事
業
を
展
開
す
る
に

は
、
経
営
の
安
定
化
が
重

要
で
あ
る
。
町
と
事
業
者

間
に
お
け
る
情
報
の
共
有

化
、
事
業
委
託
等
の
連
携

と
協
力
体
制
の
強
化
を
図

り
、
経
営
安
定
に
つ
な
げ

る
べ
き
で
あ
る
。

 

庄
内
町
の
現
況
は
（
要
約
）

より良い町づくりのために
実
現
可
能
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

テーマ 再生可能エネルギーについて
目　的  　本町でも再生可能エネルギーを生み出し、エ

ネルギーの地産地消を進め、産業の振興・地域
の活性化を図り、安心して暮らせる持続可能な
社会を探る。

産業建設
常任委員会

風
力
発
電
に
つ
い
て

　
「
清
川
ダ
シ
」
を
活
用

し
、
昭
和
55
年
か
ら
取
り

組
み
、
８
基
が
稼
働
し
て

い
る
。
町
営
風
力
発
電
１

基
は
年
間
売
電
量
280
万
Kwh

で
３
千
381
万
円
を
予
算
化

し
て
い
る
。

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
の
た
め
、
響
ホ
ー
ル
に

出
力
10 

Kw
の
設
備
を
、
Ｐ

Ｒ
用
モ
ニ
タ
ー
と
共
に
設

置
し
て
い
る
。

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

パ
ー
ク
構
想
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
に
風
車
村
を

中
心
に
本
整
備
事
業
を
策

定
し
た
が
、
進
展
が
見
ら

れ
な
か
っ
た
。
東
日
本
大

震
災
後
、
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
転
換
が
起
こ

り
、
今
ま
で
の
本
町
の
取

り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
次

世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク

と
し
て
認
定
さ
れ
た
。

風
力
発
電
の
推
進

●
町
営
の
風
力
発
電
設
備

の
増
設
は
議
論
の
余
地
は

あ
る
が
、
民
間
事
業
者
の

取
り
組
み
を
支
援
す
べ
き

で
あ
る
。

●
町
内
企
業
が
計
画
し
て

い
る
風
力
発
電
事
業
は
、

農
用
地
転
用
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
電
力
会
社

と
の
協
議
で
時
間
的
制
約

が
あ
り
、
町
で
も
早
急
な

対
応
が
必
要
で
あ
る
。

太
陽
光
発
電
の
推
進

　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
に

は
莫
大
な
費
用
が
必
要
で

買
い
取
り
の
枠
も
小
さ
い

こ
と
か
ら
、
町
で
は
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
や
教
育
を
目
的
に
限
定

す
べ
き
で
あ
る
。

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

パ
ー
ク
構
想
の
推
進

　

平
成
24
年
10
月
に
認
定

を
受
け
て
、
今
後
の
展
開

が
課
題
と
な
る
。

　

町
は
「
第
二
次
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
総
合
利
用
計
画
」

を
昨
年
策
定
し
て
い
る
が

具
体
的
な
実
施
計
画
を
早

急
に
立
て
る
べ
き
で
あ
る
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の

活
用
推
進

　

小
規
模
な
ボ
イ
ラ
ー
は

燃
料
の
入
手
し
や
す
い
ペ

レ
ッ
ト
が
優
位
で
、
林
業

振
興
を
図
り
原
材
料
を
地

域
で
調
達
す
る
な
ら
ば
、

チ
ッ
プ
が
優
位
で
あ
る
。

 

庄
内
町
の
現
況
は
（
要
約
）

こ
の
よ
う
に
提
言
し
ま
し
た
（
抜
粋
）

より良い町づくりのために

こ
の
よ
う
に
提
言
し
ま
し
た
（
抜
粋
）

9月号の視察 結果報告を　

町営の風力発電就労支援施設「みなみ」

各委員会報告の全文は、議会のホームページに掲載しています。

がんば
り

ました
大変よ

く

できま
した大変よ
く

できま
した

もっと

がんば
り

ましょ
う

もっと

がんば
り

ましょ
う

危機管理専門員を配置した
ことは評価できるが、他の重
要な提言は手付かずである

公益大学との連携には至っ
てないが、他町との連携は
評価できる

ワンストップ体制や
まちづくり基本条例
などの対応が評価で
きる

平成24年7月20日号　第32号 (14)こんにちは庄内町議会です(15)

⑴
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

●
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
支
援

制
度
を
立
ち
上
げ
る
べ
き
。

⑵
移
住
定
住
の
促
進

●
雇
用
の
確
保
に
む
け
誘

致
企
業
へ
の
更
な
る
支
援

強
化
と
地
場
産
業
の
育
成

を
図
る
べ
き
。

⑶
大
学
と
の
連
携

●
公
益
文
化
大
の
地
域
共

創
セ
ン
タ
ー
の
活
用
で
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
若
者
の
感

性
を
生
か
す
べ
き
。

提　

言
（
抜
粋
）

⑴
平
成
23
年
度
か
ら
遊
佐

町
、
三
川
町
の
3
町
に
よ

る
広
域
連
携
人
材
育
成
事

業
と
し
て
、
若
者
の
人
材

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

⑵
庄
内
町
臨
空
工
業
団
地

に
食
肉
の
関
連
企
業
が
工

場
増
設
の
計
画
が
あ
り
、

約
40
名
の
雇
用
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

⑶
各
種
審
議
会
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
協
力
を
得
て
い

る
が
、
地
域
共
創
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

町
の
対
応
（
抜
粋
）

自分たちが住んでいる
地域を、みんなの力で
自主的に住みよくする。

目的
地域振興
　　について
【平成21年12月報告】

常任委員会
の提言

町の
対応

⑴
地
域
防
災
計
画

●
本
部
長
を
補
佐
す
る
危

機
管
理
監
を
配
置
す
べ
き
。

●
避
難
勧
告
の
発
令
基
準

を
明
確
に
す
べ
き
。

⑵
災
害
時
の
対
策
本
部
と

　

情
報
管
理

●
現
地
対
策
本
部
設
置
基

準
の
検
討
と
、
自
主
防
災

組
織
代
表
の
参
加
も
検
討

す
べ
き
。

⑶
防
災
組
織

●
自
治
会
の
自
主
防
災
活

動
の
推
進
を
す
べ
き
。

⑷
災
害
に
強
い
町
づ
く
り

●
本
庁
舎
の
耐
震
対
策
は

早
急
に
対
応
す
べ
き
。

提　

言
（
抜
粋
）

⑴
今
後
（
平
成
24
年
度
）

発
令
基
準
も
含
め
、
地
域

防
災
計
画
を
見
直
す
。

　

危
機
管
理
専
門
員
は
今

年
5
月
か
ら
配
置
さ
れ
た
。

⑵
自
主
防
災
会
の
育
成
・

強
化
は
具
体
的
取
り
組
み

は
さ
れ
て
い
な
い
。

⑶
各
集
落
で
取
り
組
み
に

隔
た
り
が
あ
る
が
、
平
成

24
年
度
か
ら
危
機
管
理
専

門
員
を
配
置
し
、
自
主
防

災
組
織
と
消
防
団
と
の
連

携
を
取
っ
て
行
く
。

⑷
今
後
庁
舎
内
の
検
討
委

員
会
で
対
応
し
て
い
く
。

町
の
対
応
（
抜
粋
）

自分たちが住んでいる地
域の災害に対する弱点を
把握しその対策を進める。

目的
危機管理
　　 について
【平成23年3月報告】

⑴
定
住
促
進
に
つ
い
て

●
多
様
な
要
望
に
対
応
で

き
る
専
門
員
の
配
置
を
し

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
体
制
に
す

る
べ
き
。

●
空
家
対
策
は
町
が
改
修

し
賃
貸
す
る
施
策
も
必
要
。

⑵
地
域
資
源
を
活
用
し
た

　

ま
ち
づ
く
り

●
交
付
金
の
使
途
を
検
討

し
、
若
者
や
女
性
も
企
画

運
営
に
参
加
さ
せ
る
。

●
町
の
特
徴

を
活
か
し
た

研
究
施
設
や

企
業
誘
致
に

よ
る
雇
用
拡

大
を
図
る
。

⑶
町
の
魅
力

　

づ
く
り

●
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例

に
町
民
の
声

を
反
映
さ
せ

る
。

提　

言
（
抜
粋
）

⑴
専
門
員
の
配
置
に
は

至
っ
て
い
な
い
が
、
担
当

体
制
で
対
応
し
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
体
制
と
な
っ
て
い

る
。

　

部
落
会
な
ど
か
ら
空
家

情
報
を
収
集
し
て
い
る
。

⑵
地
域
づ
く
り
交
付
金
で

特
色
あ
る
行
事
を
開
催
し

て
い
る
。

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
利

用
計
画
で
は
、
5
つ
の
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

す
る
。

⑶
親
し
み
や
す
い
条
例
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。（
6
月
定
例
会
で
、

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を

設
定
）

町
の
対
応
（
抜
粋
）

転入者を促進する定住支
援対策で、生涯住み続け
る町づくりをする。

目的
人口増加
　対策について
【平成23年9月報告】

3段階評価追跡

災害に備え、訓練に励んでいます 新しい雇用が期待される工業団地

交付金の有効活用により、地域おこし

常任委員会常任委員会総務

Q. 所管事務の調査って
　　計画的にしているの？ 

町政の問題を課題に選び
調査し解決案を町に提言して
います。

議 会 解 体 親 書
しょわかり たい しん

シリーズシリーズ
Vol.6

調査開始

所管事務の調査
のサイクル

中間報告本報告

調査開始

中間報告本報告

中
間
報
告

　

各
委
員
会
で
決
め
た
課

題
の
解
決
に
参
考
と
な
る

先
進
地
を
視
察
し
ま
す
。

そ
の
内
容
を
視
察
レ
ポ
ー

ト
と
し
て
中
間
報
告
に
ま

と
め
ま
す
。

　

な
お
、
経
費
の
か
か
る

遠
方
の
視
察
は
年
１
回
と

し
、
あ
と
は
、
近
隣
の
視

察
で
す
。

本
報
告

　

各
常
任
委
員
会
で
の
視
察
レ

ポ
ー
ト
を
含
む
、
こ
れ
ま
で
の

半
年
に
わ
た
り
調
査
し
た
内
容

を
「
よ
り
良
い
町
づ
く
り
の
た

め
に
活
か
せ
提
言
」
と
し
て
ま

と
め
ま
す
。

検
証
報
告

　

１
年
以
上
前
に
提
言
し

た
本
報
告
に
対
し
て
、
そ

の
後
の
町
の
対
応
を
、
各

常
任
委
員
会
で
検
証
し
、

３
段
階
評
価
し
て
い
ま
す
。

A. 一年間の調査サイクルを
　　これまでの広報で説明します。

課
題
を
決
め
て

調
査
開
始



（��）こんにちは庄内町議会です（��）

より良い町づくりのために

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
市
街
地
に

◦
国
道
47
号
線
が
整
備
さ

れ
、
近
隣
大
型
店
の
出
店

と
自
動
車
の
普
及
に
よ
り

消
費
者
の
選
択
肢
が
増
え

た
こ
と
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
変

化
が
起
こ
っ
た
。

◦
茶
屋
町
・
中
央
通
り
・

駅
前
商
店
会
に
は
、
空
き

店
舗
25
店
、
商
店
街
に
面

し
た
確
認
済
み
の
空
き
家

は
４
軒
あ
る
。

◦
空
き
店
舗
・
空
き
家
・

空
き
地
の
有
効
利
用
も
含

め
、
誰
も
が
安
心
し
て
住

め
る
市
街
地
の
整
備
が
、

毎
年
商
工
会
よ
り
要
望
が

だ
さ
れ
て
い
る
。

県
道
余
目
温
海
線

（
旧
国
道
47
号
線
）

◦
車
道
の
片
側
に
し
か
な

い
歩
道
の
幅
が
部
分
的
に

は
極
端
に
狭
く
、
路
面
に

段
差
が
数
多
く
あ
る
。

◦
電
柱
が
歩
道
上
に
あ

り
、
通
行
の
妨
げ
に
な
っ

て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

◦
歩
道
と
余
目
堰
が
重

な
っ
て
い
る
た
め
路
面
整

備
し
に
く
い
。

中
心
商
店
街
（
茶
屋
町
・

　
　
　

中
央
通
り
・
駅
前
）

◦
調
査
（
平
成
22
年
）
に

よ
る
と
、
商
店
数
は
平
成

14
年
の
151
店
に
比
べ
て
約

25
％
減
少
し
114
店
と
な
っ

て
い
る
。

◦
駅
前
商
店
会
の
街
路
灯

は
平
成
５
年
に
40
基
設
置

さ
れ
た
が
、
平
成
19
年
に

５
基
の
灯
具
が
落
下
し
、

現
在
ポ
ー
ル
部
分
も
老
朽

化
し
て
い
る
。

◦
茶
屋
町
商
店
会
の
街
路

灯
は
平
成
８
年
に
55
基
設

置
さ
れ
た
。

◦
中
央
通
り
商
店
会
の
街

路
灯
は
平
成
８
年
に
40
基

設
置
さ
れ
た
。

◦
青
葉
通
り
の
ア
ー
ケ
ー

ド
は
、
昭
和
55
年
に
総
工

費
１
千
821
万
円
で
設
置
さ

れ
た
が
、
建
設
か
ら
30
年

以
上
経
過
し
、
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
。

◦
商
店
街
通
り
は
、
既
存

店
舗
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も

思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、
閉

店
時
間
も
早
い
た
め
、
閑

散
と
し
て
い
る
。

調
査
す
る
目
的
は
（
要
旨
）

ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
（
抜
粋
）

より良い町づくりのために

整備が望まれる茶屋町通り

各委員会報告の全文は、議会のホームページに掲載しています。

議会閉会中も調査活動しています

提言へ向け活動中提言へ向け活動中
テーマ� 市街地の整備について
調査事項� ⑴街路の整備
� 　○歩道の整備　○バリアフリー化
� 　○街路灯の整備○アーケードの老朽化
� ⑵空き店舗・空き家・空き地の有効利用

産業建設
常任委員会

【
中
間
報
告
】

効
率
運
営
で
メ
リ
ッ
ト
と
安
心
を

テーマ� 庄内南部定住自立圏について
調査事項� ⑴生活機能強化に係る政策
� ⑵結びやすいネットワークの
� 　強化に係る政策
� ⑶圏域マネジメント能力の
� 　強化に係る整備

総務
常任委員会

◦
地
方
自
治
体
は
新
時
代

の
多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー

ズ
に
応
え
、
効
率
的
な
行

財
政
運
営
と
、
地
域
に
応

じ
た
自
主
的
運
営
を
求
め

ら
れ
て
い
る
。

◦
鶴
岡
市
は
国
が
定
め
た

「
定
住
自
立
圏
構
想
推
進

要
綱
」
に
基
づ
き
、
中
心

市
宣
言
を
お
こ
な
っ
た
。

◦
庄
内
町
は
そ
れ
に
賛
同

し
、
鶴
岡
市
と
相
互
に
役

割
を
分
担
し
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
庄
内
南
部
定
住

自
立
圏
を
形
成
し
、
都
市

機
能
及
び
生
活
機
能
を
確

保
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。

【
生
活
機
能
の
強
化
】

◦
医
療
に
つ
い
て

・
医
師
等
の
確
保
対
策

・�

休
日
及
び
夜
間
に
お
け

る
診
療
体
制

・�

が
ん
検
診
受
診
率
向
上

の
取
り
組
み

◦
福
祉
に
つ
い
て

・�

病
児
・
病
後
児
保
育
施

設
の
相
互
利
用

・�

一
時
保
育
施
設
の
相
互

利
用

・�

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
の
広
域
利
用

◦
教
育
に
つ
い
て

・
女
性
セ
ン
タ
ー
の
利
用

◦
産
業
振
興
に
つ
い
て

・
圏
域
の
産
業
人
材
の
育
成

・�

水
田
農
業
の
研
究
・
研

修
活
動
等
の
促
進

・�

育
苗
施
設
等
農
業
施
設

の
相
互
利
用

・
内
水
面
漁
業
の
振
興

・
観
光
推
進
団
体
等
支
援

・�

圏
域
観
光
の
魅
力
発
信

の
連
携
強
化

・�

食
文
化
や
映
画
を
活
か

し
た
地
域
文
化
の
発
信

◦
そ
の
他

・
下
水
道
事
業
の
連
携

【
結
び
つ
き
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
】

◦
圏
域
公
共
交
通

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
確
保

◦�

道
路
整
備
や
維
持
管
理

の
連
携

◦
地
域
産
材
の
利
活
用

◦
婚
活
活
動
の
拡
大

【
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

能
力
の
強
化
】

◦
外
部
か
ら
の
人
材
確
保

◦�

職
員
の
合
同
研
修
・
交

流
な
ど
人
材
育
成

 

調
査
す
る
目
的
は
（
要
旨
）

ど
の
よ
う
な
事
を
調
査
す
る
の
か
（
抜
粋
）

【
中
間
報
告
】

高度医療の砦
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未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め
に

◦
町
は
平
成
21
年
３
月
に

「
庄
内
町
子
育
て
応
援
日

本
一
の
町
づ
く
り
宣
言
」

を
制
定
し
た
。

◦
子
育
て
支
援
を
町
づ
く

り
の
重
要
な
課
題
と
し
て

捉
え
、
子
育
て
世
代
の
多

様
な
需
要
に
対
応
し
た
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
支

援
、
施
設
整
備
の
推
進
を

図
る
こ
と
に
し
た
。

◦
在
宅
で
子
育
て
を
し
て

い
る
家
庭
を
対
象
に
育
児

相
談
や
、
子
育
て
サ
ー
ク

ル
等
の
育
児
相
談
等
に
あ

た
っ
て
い
る
。
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て

き
て
い
る
。

◦
保
育
園
で
の
低
年
齢
児

の
利
用
が
拡
大
し
て
お
り

在
宅
で
の
子
育
て
世
帯
数

は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
。

◦
町
は
子
育
て
支
援
の
拠

点
と
し
て
育
児
相
談
、
子

育
て
サ
ー
ク
ル
等
の
育

成
・
支
援
、
遊
び
の
ひ
ろ

ば
等
、
提
供
の
３
本
柱
を

基
本
と
し
た
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
を
余
目
・
狩
川

地
域
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し

て
い
る
。

町
内
の
施
設

◦
余
目
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
ア
ピ
ア
内
に
あ
り
、

利
用
状
況
は
一
日
平
均
11

組
で
あ
る
。

◦
狩
川
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
狩
川
保
育
園
内

に
併
設
さ
れ
、
一
日
平
均

１
組
程
度
の
利
用
で
あ
る
。

◦
セ
ン
タ
ー
以
外
の
施
設

を
利
用
し
た
主
催
事
業
や

公
民
館
と
の
共
催
事
業
を

実
施
し
、
在
宅
で
子
育
て

を
し
て
い
る
家
庭
に
対
し

て
、
子
育
て
支
援
を
展
開

し
て
い
る
。

◦
一
時
的
に
有
料
で
預
か

る「
子
育
て
お
助
け
事
業
」

の
会
員
は
６
人
の
み
で
、

平
成
23
年
度
３
件
、
24
年

度
５
件
（
12
月
末
）
と
利

用
状
況
も
極
め
て
少
な
い
。

 

調
査
す
る
目
的
は
（
要
旨
）

ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
（
抜
粋
）

子育てのために環境改善

テーマ� 子育て支援センターの整備・
	 充実について
調査事項� 子育て支援センターのあり方について
� 　○施設整備　　○施設運営
� 　○拠点施設としての整備のあり方

文教厚生
常任委員会

【
中
間
報
告
】

提言へ向け活動中提言へ向け活動中
より良い町づくりのためにより良い町づくりのために
議会閉会中も調査活動しています

　庄内町議会広報で、モニターの募集があった。以前、県の広報「県民のあゆみ」のモニターを引き受け
たことがあったので、恐る恐る問い合わせてみた。
　それは、編集委員が気づかないことに意見し、より良い紙面にするため印刷前にモニターの声を聞き
たいというのが趣旨だそうだ。「うーん、確かに趣旨は理解できるが、それはあくまで理想論で、印刷
前というのは校正、締切等編集時の大変な時期。その時期に一町民がアーダコーダという意見を差し挟
むことで、良い紙面につながるのかちょっと自信がないなー。それに印刷の前のモニターは、過剰関与
のリスクもありそうで荷が重いかも」と、思いつつもモニターを引き受けることとなった（笑）

○トップ記事の予算は、なんと町の広報の予算表記よりずっとわかりやすい。特に支出の項目は町広報
では人件費以外、扶助費、投資的経費等専門用語のオンパレードで訳がわかんない。この広報も歳入・
歳出ともったいぶらなくて、収入・支出でだめなのか。
○特別会計も収入支出のグラフがあるとわかりやすいのに。特別会計の説明にもっとスペースを。
○予算、一般質問のページは、色刷りも含め、要約されてて、とても読みやすくわかりやすい。（拍手）
いつも思うのだが、質問項目をコンパクトでいいから、載せてもらいたい。詳細は議会ホームページに載っ
てはいますが、「今日は鼻が詰まって聞き苦しいかも」といった話からすべて載っていて読むのは特別な
意図がない限りしんどい。そのぶん要約された紙面が輝いて見えた。また、なぜその質問が選択された
のか、その意図も読者としては知りたい。
○予算編成方針と討論だが、賛成1人、反対2人の紙面では偏りを感じる。町長は執行側で賛成意見と
は違うのでは。差別化が必要では。
○夕張市の財政破綻を持ち出すまでもなく、議会のチェック機能は今後ますます重要であり、そんな意
味でも広報の果たす役割は大切だと思う。

庄内町議会広報モニター　阿部利勝（写真中央）

　

平
成
24
年
度
12
月
議
会

号
の
５
ペ
ー
ジ
「
膝
を
交

え
て
意
見
交
換
」
議
会
報

告
会
、
第
四
公
民
館
の
質

問
に
対
す
る
回
答
が
、
民

生
委
員
が
、
生
活
保
護
の

認
定
を
し
て
い
る
か
の
よ

う
な
誤
解
を
招
く
と
の
指

摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
町
に
お
け
る
生
活
保

護
の
認
定
は
、
県
が
判
断

し
て
お
り
、
民
生
委
員
が

判
断
し
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

誤
解
を
招
く
表
現
が

あ
っ
た
こ
と
を
、
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。

お
詫
び
と説

明

こんにちは庄内町議会です(5)

膝を交えて 意見交換!膝を交えて 意見交換!第4回
生
活
保
護
受
給
者
が

有
利
な
生
活
を
し
て
い
る

と
い
う
話
し
が
聞
こ
え

る
。
民
生
委
員
は
ど
の
よ

う
な
判
断
を
し
て
い
る
の

か
。

生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
人
が
有
利
に
な
る
こ

と
の
無
い
よ
う
に
国
の
法

律
が
あ
る
。
民
生
委
員
の

方
々
は
個
人
情
報
保
護
制

度
の
中
で
対
応
が
大
変
と

聞
い
て
い
る
。

類
似
町
村
で
庄
内
町

よ
り
議
員
の
人
数
が
削
減

さ
れ
て
お
り
、
議
員
定
数

を
削
減
す
べ
き
と
思
う
。

 

12
月
議
会
で
議
員
定

数
等
特
別
委
員
会
を
設
置

し
議
員
定
数
・
議
員
報
酬
・

期
末
手
当
・
費
用
弁
償
・

委
員
会
費
用
等
を
、
来
年

９
月
ま
で
検
討
し
結
論
を

出
す
予
定
で
あ
る
。

余
目
温
泉
や
６
次
産

業
化
施
設
を
建
設
す
る
の

は
良
い
が
、
運
営
は
ど
の

よ
う
に
し
て
行
く
の
か
。

温
泉
施
設
は
公
設
民

営
化
方
式
で
赤
字
を
出
さ

な
い
こ
と
を
前
提
に
し
て

い
る
。
新
産
業
創
造
館
の

運
営
は
ま
だ
明
確
に
示
さ

れ
て
い
な
い
が
、
将
来
的

に
は
指
定
管
理
者
制
度
に

移
行
を
考
え
て
い
る
。

清
川
地
区
の
発
展
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

総
合
計
画
に
沿
っ
て

進
め
て
い
る
。
ま
ず
清
川

を
ど
う
発
展
さ
せ
る
か
は

自
分
た
ち
で
イ
メ
ー
ジ
す

る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
歴

史
公
園
構
想
の
動
き
も
あ

り
観
光
に
よ
る
入
込
客
数

の
期
待
も
で
き
発
展
に
結

び
付
く
の
で
は
な
い
か
。

ま
ち
な
か
温
泉
が
で

き
る
こ
と
で
北
月
山
荘
の

利
用
客
が
減
少
す
る
の
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
ま
ち

な
か
温
泉
の
敷
地
面
積
か

ら
見
る
と
駐
車
場
が
狭
い
。

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

北
月
山
荘
は
自
然
条

件
に
恵
ま
れ
、
町
外
、
県

外
か
ら
の
客
と
、
団
体
客

も
増
え
て
い
る
。
ま
ち
な

か
温
泉
と
は
競
合
し
な
い

と
考
え
る
。
ま
ち
な
か
温

泉
の
駐
車
場
は
、
庄
内
た

が
わ
農
協
、
ア
ピ
ア
の
駐

車
場
と
一
体
的
に
共
用
で

き
る
よ
う
話
し
合
い
を
し

て
い
る
。

立
谷
沢
地
区
は
過
疎

化
が
進
ん
で
い
る
。
地
域

で
も
地
域
活
性
化
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
学
校

や
公
共
施
設
な
ど
利
用
さ

れ
て
い
な
い
建
物
が
多
く

あ
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
を

利
用
し
て
の
地
域
振
興
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

立
谷
沢
小
学
校
の
跡

地
利
用
検
討
委
員
会
で
の

活
用
方
針
案
は
出
来
て
い

る
。
利
用
者
が
ど
の
程
度

あ
る
の
か
、
町
と
し
て
も

地
域
か
ら
有
効
に
利
用
し

第
四
公
民
館

10
月
29
日

15
人
参
加

立
谷
沢
公
民
館

10
月
29
日

14
人
参
加

清
川
公
民
館

10
月
30
日

14
人
参
加

狩
川
公
民
館

10
月
31
日

８
人
参
加

て
い
た
だ
く
こ
と
を
望
ん

で
い
る
。

立
谷
沢
の
保
育
園
は

現
在
５
人
の
子
供
し
か
い

な
い
た
め
、
今
後
ど
の
よ

う
な
運
営
に
な
る
の
か
。

ま
た
、
こ
の
地
域
に
あ
る

耐
震
化
の
済
ん
で
い
な
い

｢

森
森｣

な
ど
町
の
施
設

の
管
理
や
利
用
の
方
針
は

決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

保
育
園
に
つ
い
て
は

町
か
ら
説
明
あ
っ
た
と
思

う
が
、
清
川
保
育
園
と
の

統
合
を
考
え
て
い
る
。
議

会
で
も
説
明
を
受
け
て
い

る
。
清
川
保
育
園
も
13
人

し
か
い
な
い
の
で
、
統
合

に
つ
い
て
は
異
論
は
な

か
っ
た
が
、
地
元
の
皆
さ

ん
と
話
し
合
い
の
必
要
が

あ
る
。

　

施
設
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
地
元
の
皆
さ
ん
か
ら

方
法
に
つ
い
て
提
言
し
て

も
ら
う
の
が
一
番
と
思
う
。

旧
狩
川
小
学
校
な
ど
危
機

管
理
面
か
ら
も
問
題
で
あ

る
。
早
期
に
対
応
す
る
よ

う
町
に
伝
え
る
。

回
答

質
問

回
答

質
問

回
答

質
問

質
問

回
答

質
問

回
答

質
問

回
答

質
問

回
答

清川公民館

読者目線
を反映
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立谷沢公・第一公行き

第三公・狩川公行き

第二公・第四公・清川公行き

五十嵐啓一

議会からみな さまへのご案内議会からみな さまへのご案内

　毎年10月頃開催しておりました「議会報告会」を「町民と語る会」と名称を
あらため、内容を少し変更しました。
　今までは町の決算報告を中心にみなさまのご意見・要望をいただいてお
りましたが、町の大型事業など関心の高い話題を中心に話し合いたいと思
います。
　今回は「議員定数等調査特別委員会」を設置したことから、議会のあり方
や議員定数などについてみなさまの考えをうかがいたいと思います。
　みなさまの参加をお待ちしています。

余目第二公民館
　５月23日㈭　19時～
余目第四公民館
　５月24日㈮　19時～
清川公民館
　５月27日㈪　19時～

第一班

町民と語る会５月開催　

町
議
会
議
員
の
定
数
や
報
酬
な
ど
を
ど
う
す
べ
き
か

検
討
中
で
す
。

　

学
識
者
を
招
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

議
会
の
あ
り
方
や
議
員
定
数
な
ど
に
つ
い
て
、
み
な

さ
ま
と
共
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

議
員
定
数
等
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

全
国
表
彰

議
長
が
表
彰

さ
れ
る

　　

平
成
25
年
２
月
に
全
国

町
村
議
会
議
長
会
よ
り
、

議
会
運
営
及
び
地
域
の
振

興
発
展
に
貢
献
し
た
功
績

が
認
め
ら
れ
、
庄
内
町
議

会
議
長　

富
樫
透
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
今
後
も
議
会
改
革
を

す
す
め
、
地
域
に
貢
献
で

き
る
よ
う
全
力
を
つ
く

す
」
と
議
長
は
謝
辞
を
の

べ
ま
し
た
。

「
こ
ん
に
ち
は
庄
内
町
議
会
で
す
」

コ
ン
ク
ー
ル
で
全
国
一
位
受
賞

　

平
成
25
年
２
月
に
、
町

村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク

ー
ル
で
庄
内
町
議
会
広
報

「
こ
ん
に
ち
は
庄
内
町
議

会
で
す
」
が
全
国
一
位
の

栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　

議
会
広
報
委
員
長
は
、

「
今
ま
で
が
ん
ば
っ
て
き

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
と

思
う
。
受
賞
は
、
私
た
ち

広
報
委
員
だ
け
の
も
の
で

は
な
く
、
庄
内
町
議
会
が

一
丸
と
な
っ
て
議
会
改
革

を
進
め
て
き
た
も
の
」
と

喜
び
と
感
謝
を
の
べ
ま
し

た
。

今回のテーマは議員定数です
　

平
成
25
年
度
予
算
の

説
明
に
使
用
し
ま
す
の

で
、
こ
の「
こ
ん
に
ち

は
庄
内
町
議
会 

３
月

号
」を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

○
日
時　

６
月
22
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

○
会
場　

第
二
公
民
館
ホ
ー
ル

講
師
と
そ
の
主
張

山
形
大
学
人
文
学
部
教
授

金
子　

優
子	

氏

　

こ
れ
か
ら
の
議
会
は
、

地
域
の
特
性
に
合
っ
た
、

い
ろ
い
ろ
な
体
系
が
あ
っ

て
良
い
。
必
要
最
小
限
の

実
費
弁
償
に
よ
る
多
人

数
議
会
が
あ
っ
て
も
良
い

し
、
十
分
な
報
酬
を
保
障

し
た
少
数
精
鋭
議
会
が

あ
っ
て
も
良
い
。
女
性
議

員
の
比
率
も
含
め
て
、
地

域
ご
と
の
多
様
性
が
あ
っ

て
良
い
時
代
だ
。

新
潟
県
立
大
学	

国
際
地
域
学
部
准
教
授

田
口　

一
博	

氏

　

法
改
正
で
議
員
定
数
の

上
限
が
撤
廃
さ
れ
、
こ
れ

か
ら
は
各
自
治
体
が
自
主

的
に
定
数
を
決
め
る
時
代

だ
。
し
か
し
、
住
民
一
人

ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
を
聞
き

と
り
、
政
策
を
訴
え
ら
れ

る
程
度
の
議
員
数
は
必
要

で
あ
り
、
安
易
な
削
減
は

禁
物
だ
。
住
民
の
理
解
を

得
る
た
め
に
議
会
の
働
き

を
伝
え
る
努
力
を
す
べ
き

だ
。

榎本　秀将上野　幸美清野　　等佐藤　　彰齋藤　健一
（班長）

村上　順一吉宮　　茂石川惠美子日下部勇一石川　　保
（班長）

余目第三公民館
　５月23日㈭　19時～
狩川公民館
　５月24日㈮　19時～

第三班

立谷沢公民館
　５月23日㈭　19時～
余目第一公民館
　５月24日㈮　19時～

第二班

押　のり子齋藤　秀紀石川　武利小林　清悟小野　一晴工藤　範子
（班長）

広報委員と広報づくりを支える事務局員

※ 

７
月
2３
日
㈫
に
町
内
各
組
織
の
代
表
を
参
考
人
と
す

る
意
見
聴
取
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。


